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 平成24年度

三好市当初予算
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今月の主な内容

奥祖谷観光施設のオープンを祝う（関連記事27Pに掲載）

始めよう  市民主役の  まちづくり



　
一
般
会
計 

歳
入

　

義
務
的
経
費
（
人
件
費
・
扶
助
費
・
公
債
費
）
は
、

前
年
度
比
2
・
0
％
減
の
１
３
５
億
８
３
８
7
万
円

で
、
歳
出
総
額
に
占
め
る
割
合
は
54
・
8
％
と
依
然

高
い
比
率
を
占
め
て
い
ま
す
。
人
件
費
は
、
前
年
度

比
3
・
9
％
減
の
43
億
６
４
９
７
万
円
、
扶
助
費
は
、

前
年
度
比
0
・
4
％
増
の
33
億
４
１
１
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

投
資
的
経
費
（
普
通
建
設
事
業
・
災
害
復
旧
事
業
）

は
、
33
億
２
１
３
０
万
円
で
前
年
度
比
19
・
6
％
減
と

な
っ
て
お
り
、
歳
出
総
額
に
占
め
る
割
合
は
13
・
4
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
減
の
要
因
は
、
東
祖
谷
小
中
学

校
統
合
事
業
の
完
成
に
よ
り
義
務
教
育
施
設
の
改
築
・

耐
震
化
事
業
費
な
ど
が
7
億
１
１
２
９
万
円
、
造
林

事
業
費
で
1
億
７
７
４
万
円
、
中
心
市
街
地
活
性
化

事
業
の
終
了
に
よ
り
1
億
９
８
２
１
万
円
減
少
し
た

こ
と
が
主
な
要
因
で
す
。
ま
た
、
市
道
、
農
林
道
等

の
地
域
密
着
型
の
公
共
事
業
は
、
19
億
６
５
５
２
万

円
で
前
年
度
に
比
べ
１
０
１
３
万
円
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
他
の
経
費
は
、
79
億
１
６
2
万
円
で
前
年
度
比

2
・
0
％
増
と
な
っ
て
お
り
、
歳
出
総
額
に
占
め
る
割

合
は
31
・
8
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
内
訳
は
、
物
件
費

が
30
億
３
６
７
０
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
2・2
％
増
、

補
助
費
が
21
億
５
０
０
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
3
・
9

％
減
、
繰
出
金
が
19
億
１
５
６
８
万
円
で
前
年
度
に
比

べ
3
・
4
％
増
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
三
好
市
当
初
予
算
が

三
好
市
議
会
３
月
定
例
会
に
お
い
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
予
算
は
、

持
続
可
能
な
財
政
構
造
の
構
築
に
向

け
て
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
則
っ
た

改
革
を
確
実
に
推
進
し
、
将
来
の
財

政
負
担
の
抑
制
を
図
る
だ
け
で
な

く
、
限
ら
れ
た
財
源
を
地
域
・
住
民

の
た
め
、
よ
り
効
率
的
に
事
業
執
行

す
る
こ
と
の
重
要
性
か
ら
、
ゼ
ロ

ベ
ー
ス
で
予
算
を
見
直
し
、
事
務
事

業
評
価
と
整
合
性
の
と
れ
た
予
算
計

上
に
努
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
経
済
や
市
民
生
活
を

考
慮
し
、「
産
業
基
盤
の
強
化
」
と
「
暮

ら
し
の
安
全
・
安
心
」
に
向
け
、
関

係
す
る
予
算
を
積
極
的
に
計
上
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
特
に
、
森
林･
林
業

再
生
プ
ラ
ン
に
沿
っ
た
林
業
振
興
策

と
し
て
、
木
材
の
安
定
供
給
力
強
化

な
ど
に
よ
る
雇
用
の
拡
大
を
図
る
た

め
の
取
組
み
、
観
光
資
源
を
有
機
的

そ
し
て
多
面
的
に
活
用
し
、
交
流
人

口
増
加
を
図
る
た
め
の
観
光
振
興
施

策
、
さ
ら
に
、
主
要
地
域
産
業
で
あ

る
建
設
業
に
対
す
る
公
共
事
業
費
の

確
保
、
ま
た
、
全
国
的
に
問
題
化
し

て
い
る
中
山
間
地
域
の
持
続
性
が
失

わ
れ
つ
つ
あ
る
集
落
維
持
へ
の
対
応

策
、
子
育
て
環
境
と
無
医
地
区
解
消

な
ど
福
祉
環
境
の
充
実
、
対
策
が
急

が
れ
る
防
災
対
策
（
小
・
中
学
校
施

設
耐
震
化
事
業
等
）、
な
ど
を
主
眼

と
し
た
予
算
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
予
算
と
し
て
は
、
雇
用

平成 24 年度三好市一般会計予算

248億677万5千円

市税
25億3792万円
（10.2％） 繰入金

17億1997万円
（6.9％）

その他自主財源
12億8029万円
（5.2％）

地方交付税
112億1213万円
（45.2％）

国庫支出金
25億4922万円
（10.3％）

県支出金
12億4195万円
（5.0％）

市債
36億7050万円
（14.8％）

歳  入

その他依存財源
5億9481万円（2.4％）

自主財源
（22.3％）

依存財源
（77.7％）

万円未満を四捨五入
(　)内は構成比

　
一
般
会
計 

性
質
別
歳
出

自 

主 

財 

源　
　
　
　
　
　
　
　
　

依 

存 

財 

源

歳入の内訳
項　　　目 　予　算　額 対前年比

市税  　25億3792万円  ▲  0.1％
市民税や固定資産税、軽自動車税、たばこ税など
（国保税は含まず）

繰入金  　17億1997万円  ▲  1.5％

積み立てた基金から一般会計に繰り入れるお金

その他自主財源 　12億8029万円       1.3％
分担金及び負担金、使用料及び手数料、財産収入、
寄付金、繰越金、諸収入

地方交付税 112億1213万円  　  0.3％
どの地域に住む国民にも一定の行政サービスが提
供できるよう国から交付されるお金

国庫支出金 　25億4922万円 ▲12.1％
国の方針に則って実施する事業に対し交付される
お金

県支出金  　12億4195万円 ▲19.2％
県の方針に則って実施する事業に対し交付される
お金

市　債  　36億7050万円    ▲  7.6％

市が事業の財源とするため借り入れたお金

その他依存財源 　    5億9481万円 ▲  1.5％
地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、株式
等譲渡所得割交付金、地方消費税交付金、ゴルフ
場利用税交付金、自動車取得税交付金、地方特例
交付金、交通安全対策特別交付金

合　　　計 248億 678万円  ▲  3.6％

万円未満を四捨五入

性質別
歳　出

人件費
43億6497万円
（17.6％）

扶助費
33億411万円
（13.3％）

補助費等
21億500万円
（8.5％）

普通建設事業
32億9324万円
（13.3％）

災害復旧事業
2806万円
（0.1％）

公債費
59億1479万円
（23.9％）

物件費
30億3670万円
（12.2％）

その他歳出 維持補修費 貸付金 積立金 予備費等
8億4424万円（3.4％）

繰出金
19億1568万円
（7.7％）

義務的経費
   （54.8％）

投資的経費
 （13.4％）

その他の経費
（31.8％）

万円未満を四捨五入
(　)内は構成比

対
策
と
し
て
市
内
の
企
業
を
支
援
す

る
制
度
（
就
職
緊
急
支
援
補
助
）
の

継
続
実
施
、
地
域
の
活
性
化
を
支
援

す
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
や
集
落
支

援
員
の
設
置
、
商
店
等
が
活
性
化
の

た
め
に
独
自
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開

催
し
た
場
合
、
必
要
経
費
の
半
額
を

補
助
す
る
制
度
も
継
続
し
て
実
施
い

た
し
ま
す
。
子
育
て
支
援
策
と
し
て

は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
新
た
に
設
置
し
子
育
て
家
庭

を
支
援
、
防
災
対
策
と
し
て
は
、
民

間
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
補
助
の
継

続
、
そ
し
て
新
た
に
住
ま
い
の
安
全

･

安
心
な
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
の

補
助
制
度
の
創
設
、
ま
た
、
ハ
ー
ド

事
業
と
し
て
は
、
林
野
火
災
用
活
動

拠
点
広
場
（
ヘ
リ
ポ
ー
ト
）
整
備
事

業
な
ど
の
予
算
も
計
上
し
て
い
ま

す
。
そ
の
他
、
東
祖
谷
の
「
阿
佐

家
住
宅
保
存
修
理
事
業
」
池
田
町

の
「
旧
真
鍋
家
住
宅
保
存
修
理
事

業
」
な
ど
文
化
財
施
設
の
保
存
事

業
、
さ
ら
に
今
年
10
月
に
開
催
さ
れ

る
「
第
27
回
国
民
文
化
祭
・
と
く
し

ま
２
０
１
２
」
の
開
催
経
費
、
文
化

月
間
期
間
中
の
文
化
祭
経
費
、
交
流

拠
点
施
設
整
備
実
施
計
画
策
定
経
費

な
ど
の
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

三
好
市 

財
政
課

電
話　

７
２-

７
６
０
６

 平成24年度  三好市当初予算

　
市
税
は
、
25
億
３
７
９
２
万
円
で
前
年
度
に
対
し
微

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
内
訳
は
、
市
民
税
が
年
少

扶
養
控
除
等
の
廃
止
・
縮
減
に
よ
り
増
加
す
る
こ
と
に

よ
り
3
・
3
％
増
の
10
億
３
８
６
４
万
円
、
固
定
資

産
税
が
新
増
築
家
屋
数
の
減
少
お
よ
び
本
年
度
の
評

価
替
に
伴
う
家
屋
の
課
税
標
準
額
の
減
少
な
ど
に
よ
り

2
・
7
％
減
の
12
億
８
６
９
７
万
円
、
軽
自
動
車
税
、

た
ば
こ
税
、
入
湯
税
は
同
額
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
庫
支
出
金
は
、
12
・
1
％
減
の
25
億
４
９
２
２
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
も
の
は
、
道
路
整
備
補
助

金
、
生
活
保
護
費
負
担
金
、
障
害
者
自
立
支
援
給
付

費
負
担
金
、
教
育
施
設
の
耐
震
補
助
金
な
ど
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

県
支
出
金
は
、
12
億
４
１
９
５
万
円
で
19
・
2
％
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
も
の
は
、
障
害
者
自
立
支

援
給
付
費
負
担
金
、
後
期
高
齢
者
保
険
基
盤
安
定
負

担
金
、地
籍
調
査
事
業
負
担
金
、道
整
備
交
付
金
で
す
。

　

財
産
収
入
は
、
４
２
３
８
万
円
で
前
年
度
比
22
・

5
％
の
増
と
な
っ
て
お
り
、
主
な
も
の
は
土
地
建
物
貸

付
収
入
で
、
主
な
増
要
因
は
、
定
住
団
地
の
売
り
払
い

収
入
の
増
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

繰
入
金
は
、
17
億
１
９
９
７
万
円
で
1
・

5
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
も
の
は
、

財
源
不
足
を
補
う
た
め
の
財
政
調
整
等
基

金
16
億
円
、
第
３
セ
ク
タ
ー
へ
の
出
資
金
お

よ
び
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
に

充
当
の
地
域
振
興
基
金
1
億
１
０
０
０
万

円
な
ど
の
取
り
崩
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
債
は
、
36
億
７
０
５
０
万
円
で

7
・
6
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
内

容
は
、
教
育
債
が
耐
震
化
事
業
な
ど
で

3
億
５
５
６
０
万
円
減
、
土
木
、
農
林
水

産
業
債
が
３
８
７
０
万
円
減
、
地
方
交
付
税
の
振
替
債

で
あ
る
臨
時
財
政
対
策
債
が
３
０
０
０
万
円
減
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
事

業
債
（
過
疎
ソ
フ
ト
事
業
）
と
し
て
2
億
９
０
９
０
万

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
結
果
、
当
初
予
算
の
歳
入
に
占
め
る
割
合

は
、
地
方
交
付
税
（
45
・
2
％
）、
市
債
（
14
・
8
％
）、

国
庫
支
出
金
（
10
・
3
％
）、
市
税
（
10
・
2
％
）
な

ど
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
歳
入
の
約
8
割
を
地
方
交
付

税
や
国
・
県
支
出
金
な
ど
、
国
や
県
に
依
存
す
る
財

政
構
造
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
慎
重
な
財
政
運
営
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

2012.4　��　市報 みよし



基金と市債の推移

平
成　

年
度

19

平
成　

年
度

23

平
成　

年
度

18

平
成　

年
度

20

平
成　

年
度

21

平
成　

年
度

22

470.2
億円 443.5

億円 423.2
億円

市債現在高

414.4
億円

482.7
億円 466.9

億円

基金現在高

74.0
億円

84.6
億円

109.8
億円

123.9
億円

52.1
億円

65.5
億円

(

見
込
み)

0

400 億円

500億円

50億円

100億円

　

井
内
財
産
区
特
別
会
計
は
、
井
川
町
の
財
産
区
で

３
７
０
万
円
の
計
上
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、
事
業
勘
定
分
で

37
億
３
２
７
９
万
円
、
直
診
勘
定
分
は
今
年
度
よ
り

大
歩
危
診
療
所
が
加
わ
り
、
西
祖
谷
診
療
所
・
東
祖

谷
歯
科
診
療
所
分
で
2
億
５
１
９
万
円
の
計
上
で
す
。

　

浄
化
槽
事
業
特
別
会
計
は
、
井
川
町
と
山
城
町
で

実
施
し
て
い
る
市
町
村
設
置
型
の
浄
化
槽
整
備
事
業

と
し
て
１
億
２
９
７
７
万
円
の
計
上
で
す
。

　

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
は
、
池
田
町
西
州

津
で
実
施
す
る
農
業
集
落
排
水
事
業
で
５
３
６
２
万

円
の
計
上
で
す
。
事
業
予
算
と
し
て
は
、
機
能
強
化

対
策
を
3
年
間
で
実
施
す
る
計
画
で
、
今
年
度
は
、

下
水
管
更
生
工
事
費
２
７
０
０
万
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

　

給
食
事
業
特
別
会
計
は
、
学
校
給
食
材
料
費
の
計

上
で
１
億
２
８
４
０
万
円
で
す
。

　

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
は
、
前

　

総
務
費
の
主
な
も
の
は
、
教
育
長
を
除
く
特
別
職

と
一
般
職
の
人
件
費
、
市
長
部
局
の
退
職
手
当
等
負

担
金
や
管
理
費
で
12
億
８
１
８
３
万
円
の
計
上
、
過

疎
対
策
費
で
７
９
０
２
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

民
生
費
の
主
な
も
の
は
、
社
会
福
祉
総
務
費
で
大

歩
危
診
療
所
開
設
に
伴
う
繰
出
金
３
５
０
６
万
円
、

障
害
者
福
祉
費
の
扶
助
費
10
億
７
７
９
７
万
円
、
子

ど
も
手
当
、
保
育
所
・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
経
費

な
ど
14
億
８
９
６
２
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

衛
生
費
の
主
な
も
の
は
、
三
野
病
院
事
業
繰
出
金

８
７
０
９
万
円
、
予
防
接
種
委
託
料
６
１
３
０
万
円
、

廃
棄
物
処
理
費
・
し
尿
処
理
費
の
み
よ
し
広
域
連
合
負

担
金
6
億
３
２
８
万
円
、
ま
た
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

計
繰
出
金
2
億
２
５
５
２
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

農
林
水
産
業
費
の
主
な
も
の
は
、
地
籍
調
査
費

で
2
億
５
８
０
０
万
円
、
基
盤
整
備
促
進
事
業
費
で

５
０
０
８
万
円
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業
費

が
３
５
７
１
万
円
、
県
営
事
業
費
８
１
８
０
万
円
で

す
。
次
に
林
業
費
は
、
林
道
整
備
事
業
と
し
て
道
整

備
交
付
金
事
業
費
3
億
２
６
１
５
万
円
、
県
営
林
道

　
平
成
23
年
度
末
の
市
債
残
高
は
、
４
１
４
億
３
７
４
９

万
円
の
見
込
み
で
前
年
度
比
8
億
８
３
８
２
万
円
の

減
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

基
金
現
在
高
は
１
２
３
億
８
５
０
３
万
円
で
前
年

度
比
14
億
３
４
６
万
円
の
増
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
特
別
会
計

　
市
債
残
高
と
基
金
現
在
高

事
業
費
と
し
て
１
９
０
４
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

商
工
費
の
主
な
も
の
は
、
新
卒
・
再
就
職
緊
急

支
援
策
と
し
て
企
業
に
対
す
る
支
援
事
業
補
助
金

１
５
０
０
万
円
、
観
光
地
域
づ
く
り
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
負
担
金
と
し
て
２
０
０
２
万
円
、
整
備
を
進
め
て

き
た
落
合
重
伝
建
空
き
家
改
築
事
業
が
3
棟
完
成
し

た
こ
と
に
よ
り
、
今
年
度
よ
り
古
民
家
ス
テ
イ
と
し

て
運
営
を
開
始
す
る
費
用
と
し
て
１
５
７
０
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

土
木
費
の
主
な
も
の
は
、
道
整
備
交
付
金
事
業
等

の
市
道
整
備
が
14
億
３
５
５
２
万
円
、
都
市
計
画
区

域
な
ど
の
将
来
の
都
市
像
と
整
備
の
方
向
性
を
定
め

る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
し
て
の
地
区
別
構
想
策
定
経

費
５
６
７
万
円
、
民
間
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
補
助

お
よ
び
住
ま
い
の
安
全･

安
心
な
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事

業
の
補
助
金
８
５
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

消
防
費
の
主
な
も
の
は
、
常
備
消
防
に
係
る

み
よ
し
広
域
連
合
負
担
金
が
5
億
１
３
７
４
万

円
、
3
基
の
防
火
水
槽
整
備
事
業
費
１
３
５
０
万

円
、
消
防
自
動
車
2
台
購
入
費
２
０
４
８
万
円
、

東
祖
谷
地
区
の
林
野
火
災
用
活
動
拠
点
施
設
整
備
事
業

費
２
５
２
６
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

教
育
費
の
主
な
も
の
は
、
西
祖
谷
中
学
校
、
辻
小

学
校
の
改
築
事
業
お
よ
び
各
小
中
学
校
施
設
の
耐
震

補
強
事
業
8
億
１
０
７
１
万
円
、
歴
史
的
風
致
保
存

事
業
と
し
て
東
祖
谷
地
区
の
阿
佐
家
お
よ
び
池
田

町
旧
真
鍋
家
の
保
存
修
理
事
業
費
1
億
２
０
４
０
万

円
、
吉
野
川
運
動
公
園
ト
イ
レ
の
建
設
事
業
費

２
０
０
０
万
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

公
債
費
は
、
59
億
１
４
７
９
万
円
で
1
・
9
％
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
通
常
償
還
分
が
７
７
３
５
万

円
減
少
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
も
民
間
資
金

の
繰
上
償
還
と
し
て
1
億
９
２
１
７
万
円
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

年
度
比
23
・
９
％
増
の
6
億
１
０
３
８
万
円
の
計

上
で
、
事
業
予
算
と
し
て
は
前
年
度
調
査
設
計

を
行
っ
た
三
野
地
区
の
東
部
水
源
地
築
造
工
事
費

1
億
４
５
３
２
万
円
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す

　

後
期
高
齢
特
別
会
計
は
、
広
域
連
合
へ
の
納
付
金

な
ど
5
億
13
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
水
道
事
業
会
計
は
、
池
田
町
で
実
施
し
て
い
る
公
営

企
業
会
計
で
、
収
益
的
支
出
予
算
で
3
億
４
６
０
５
万

円
の
計
上
で
す
。

　
病
院
事
業
会
計
は
、
国
民
健
康
保
険
市
立
三
野
病
院

の
特
別
会
計
で
収
益
的
支
出
予
算
8
億
６
３
６
０
万

円
の
計
上
で
す
。
な
お
、資
本
的
支
出
予
算
に
お
い
て
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
導
入
費
1
億
３
１
２
５
万
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
特
別
会
計
は
、
平
成
23
年

度
を
も
っ
て
廃
止
と
な
り
ま
す
。

社会福祉の
ために

保健・衛生
のために

産業振興の
ために

道路の整備
などに

教育・文化
のために

消防・災害
活動に

借金返済
のために

その他生活
の向上に

市民一人あ
たりの支出

市民一人あ
たりの市税

平成24年度予算で
市民1人当たりに
使われるお金は…

※ 目的別歳出の額を平成24年2月28日現在の人口（30,572人）で割ったものです

215,201円 53,655円 56,283円

113,610円 811,421円 83,014円

67,821円 86,451円 193,471円24,929円

特別会計
井内財産区

国保（事業）

国保（直診）

後期高齢者

特養長生園

浄化槽事業

農業集落排水事業

土地取得事業

給食事業

簡易水道事業

水道事業会計

病院事業会計

370 万円

37 億 3279 万円

2 億 519 万円

5 億 13 万円

2 億 1788 万円

1 億 2977 万円

5362 万円

450 万円

1 億 2840 万円

6 億 1038 万円

3 億 4605 万円

8 億 6360 万円

※水道・病院事業会計は収益的支出予算

　
一
般
会
計 

目
的
別
歳
出

　　
当初予算に計上された主な事業

【一般会計】
社会福祉のために
　ファミリーサポートセンター事業　47万円
　放課後児童クラブ耐震診断委託事業　344万円
保健・衛生のために
　子宮頸がん等ワクチン接種緊急促進事業　1910万円
　ごみ減量化５カ年計画策定業務委託事業　250万円
産業振興のために
　森林経営計画作成促進事業交付金　500万円
　道整備交付金事業（林道）　3億2615万円
　就職緊急支援事業　1500万円
　東祖谷落合地区重伝建空家再生等推進事業　654万円
　落合古民家ステイ事業　1570万円
その他生活の向上に
　緊急雇用創出事業　2358万円
　交流拠点施設整備実施計画
　　　及び管理運営計画策定事業　932万円
　集落支援包括事業　3770万円
　地域おこし協力隊事業　2083万円
　集落支援員事業　1543万円
　運転免許証自主返納高齢者に対する
　　　住民基本カードの無料交付事業　4万円
道路整備などに
　木造住宅耐震改修促進補助金　450万円
　住まいの安全・安心なリフォーム支援事業　400万円
　道整備交付金事業（市道）　5億233万円
消防・災害活動に
　林野火災用活動拠点広場整備事業　2527万円
　小型ポンプ付積載車購入事業　2048万円
教育・文化のために
　小・中学校耐震改修事業　8億1071万円
　阿佐家及び旧真鍋家住宅保存修理事業　1億2040万円
　国民文化祭開催補助金　1994万円
【特別会計】	 	
簡易水道事業費
　三野簡水東部水源地築造事業　1億4532万円
国民健康保険（直診、分別計上）
　大歩危診療所運営事業（直診勘定分）　4056万円
病院事業費
　MRI導入事業　1億3125万円

万円未満を四捨五入

　　項　　　目　　　　  予　算　額 　  対前年比

議会費  　　　2億3011万円　 ▲  10.2％

議員報酬など、議会の運営に要する経費

総務費  　　27億2317万円　　　  8.7％

地域振興や交通安全対策、財産の管理などに要する経費

民生費  　　65億7913万円　 ▲  1.2％

医療費の助成など、社会福祉向上に要する経費

衛生費  　　16億4035万円　 ▲  4.5％

保健活動やごみ・し尿処理などに要する経費

農林水産業費 　　12億1149万円　 ▲  14.2％

農林道の整備費など、農林水産業に要する経費

商工費  　　　5億 921万円　 ▲  6.0％

商工業振興や観光振興などに要する経費

土木費  　　20億7341万円　 ▲　 2.9％

市道整備や市営住宅建設など、土木工事に要する経費

消防費  　　　7億3406万円   　　 4.4％

消防団の運営費など、消防活動に要する経費

教育費  　　26億4299万円　 ▲  18.4％

学校施設の整備費や教育、スポーツ振興に要する経費

災害復旧費 　　　　 2806万円          57.7％

市道などが受けた災害の復旧に要する経費

公債費  　　59億1479万円     ▲   1.9％

市が事業を行うために借り入れたお金に対する返還金

その他歳出 　　　5億2000万円　　    0.0％

基金造成のための諸支出金及び予備費

　　合　　　計　　    248億 678万円     ▲   3.6％

目的別歳出の内訳

平成 24 年度三好市一般会計予算

248億677万5千円

2012.4　��　市報 みよし



・
公
園
等
管
理
準
備
室

こ
れ
ま
で
複
数
の
課
で
管
理
し
て
い
る
公

園
等
に
つ
い
て
、
一
元
管
理
に
向
け
た
調

査
を
行
う
た
め
、
管
財
課
に
公
園
等
管
理

準
備
室
を
設
置
し
ま
し
た
。

・
大
歩
危
診
療
所

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、

新
た
に
市
営
の
診
療
所「
大
歩
危
診
療
所
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

市
役
所
の
組
織
再
編
を

実
施
し
ま
し
た

発
足
し
て
6
年
が
経
過
し
た

三
好
市
で
は

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
な
ど
を
め
ざ
し
て

行
政
組
織
の
見
直
し
を
行
な
い
ま
し
た

市
役
所
組
織
が
次
の
と
お
り
再
編
し
ま
し
た
。
名

称
や
取
り
扱
う
事
務
、
事
務
所
の
場
所
が
変
わ
る

課
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

市
役
所
組
織
再
編
の
概
要

環
境
福
祉
部

市
民
課

住
民
基
本
台
帳
、
戸
籍
、
印
鑑
登
録
、
国
民
年
金
等
に
関
す
る
業
務

三
好
市
役
所
１
階　
　
　
7
２-
７
６
０
９

人
権
室

人
権
啓
発
、
人
権
相
談
、
人
権
擁
護
委
員
等
に
関
す
る
業
務

三
好
市
役
所
１
階　
　
　
7
２-

７
６
２
２

保
険
医
務
課

医
療
政
策
、
国
民
健
康
保
険
、
老
人
医
療
等
に
関
す
る
業
務

三
好
市
役
所
１
階　
　
　
7
２-

７
６
１
３

健
康
づ
く
り
課

保
健
行
政
、
健
康
増
進
、
献
血
等
に
関
す
る
業
務

三
好
市
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階　
　
　

7
２-

６
７
６
７

福
祉
事
務
所

地
域
福
祉
課

地
域
福
祉
計
画
、
民
生
児
童
委
員
、
生
活
保
護
等
に
関
す
る
業
務

三
好
市
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階　
　
　

7
２-

７
６
４
７

福
祉
事
務
所

子
育
て
支
援
課

児
童
福
祉
、
保
育
所
、
児
童
相
談
、
子
育
て
支
援
等
に
関
す
る
業
務

三
好
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
１
階　
　
　
7
２-

７
６
４
８

福
祉
事
務
所

長
寿・障
害
福
祉
課

高
齢
者
・
障
害
者
福
祉
、
敬
老
行
事
、
介
護
保
険
等
に
関
す
る
業
務

三
好
市
役
所
１
階 　
　
　

7
２-

７
６
１
２

環
境
課

環
境
保
全
、
ゴ
ミ
処
理
、
飼
犬
登
録
、
浄
化
槽
等
に
関
す
る
業
務

三
好
市
環
境
課
詰
所　
　
7
２-

３
４
３
６

産
業
観
光
部

観
光
課

観
光
振
興
、
観
光
イ
ベ
ン
ト
、
観
光
施
設
等
に
関
す
る
業
務

三
好
市
分
庁
舎　
　
　
　
7
２-

７
６
２
０

商
工
政
策
課

商
工
業
の
振
興
、
消
費
者
行
政
、
企
業
誘
致
等
に
関
す
る
業
務

三
好
市
分
庁
舎　
　
　
　
7
２-

７
６
４
５

農
業
振
興
課

農
業
振
興
、
畜
産
振
興
、
鳥
獣
対
策
等
に
関
す
る
業
務

三
好
市
分
庁
舎　
　
　
　
7
２-

７
６
１
７

林
業
振
興
課

林
業
振
興
、
緑
化
推
進
等
に
関
す
る
業
務

三
好
市
分
庁
舎　
　
　
　
７
２-

７
６
１
８

農
林
土
木
室

農
林
道
、
土
地
改
良
事
業
等
に
関
す
る
業
務

三
好
市
分
庁
舎　
　
　
　
７
２-

７
６
１
９

建
設
部

工
務
課

河
川
砂
防
、
道
路
橋
梁
等
に
関
す
る
業
務

三
好
市
第
二
分
庁
舎　
　
　
7
２-

７
６
２
３

管
理
課

道
路
の
維
持
管
理
、
市
営
住
宅
等
に
関
す
る
業
務

三
好
市
第
二
分
庁
舎　
　
　
7
２-

７
６
８
１

地
籍
調
査
課

地
籍
調
査
事
業
等
に
関
す
る
業
務

山
城
総
合
支
所
２
階　
　
　
８
６-

１
１
３
８

総
務
部

総
務
課

行
政
相
談
、
情
報
公
開
、
選
挙
等
に
関
す
る
業
務

三
好
市
役
所
３
階　
　
　
7
２-

７
６
０
０

人
事
室

人
事
、
給
与
、
研
修
等
に
関
す
る
業
務

三
好
市
役
所
３
階　
　
　
7
２-

７
６
２
４

危
機
管
理
課

危
機
管
理
、
消
防
、
防
災
、
交
通
安
全
、
防
犯
等
に
関
す
る
業
務

三
好
市
役
所
３
階　
　
　
7
２-

７
６
２
５

行
革
推
進
室

行
政
改
革
、
行
政
評
価
等
に
関
す
る
業
務

三
好
市
役
所
2
階　
　
　
7
２-

７
６
２
９

秘
書
広
報
課

市
長
秘
書
、
広
報
、
広
聴
等
に
関
す
る
業
務

三
好
市
役
所
３
階　
　
　
7
２-

７
６
４
６

管
財
課

公
有
財
産
、
庁
舎
管
理
、
指
名
審
査
委
員
会
等
に
関
す
る
業
務

三
好
市
役
所
2
階　
　
　
7
２-

７
６
３
５

公
園
等
管
理
準
備
室

公
園
等
の一
元
管
理
に
向
け
た
調
査
に
関
す
る
業
務

三
好
市
役
所
2
階　
　
　
7
２-

７
６
３
５

税
務
課

市
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
な
ど
税
金
に
関
す
る
業
務

三
好
市
役
所
2
階　
　
　
7
２-

７
６
１
４

三
野
総
合
支
所

戸
籍
、
福
祉
、
税
金
、
自
治
会
、
出
納
等
に
関
す
る
業
務

三
野
総
合
支
所
１
階　
　
　
７
７-

４
８
０
０

山
城
総
合
支
所

戸
籍
、
福
祉
、
税
金
、
自
治
会
、
出
納
等
に
関
す
る
業
務

山
城
総
合
支
所
１
階　
　
　
８
６-

１
１
１
１

井
川
総
合
支
所

戸
籍
、
福
祉
、
税
金
、
自
治
会
、
出
納
等
に
関
す
る
業
務

井
川
総
合
支
所
１
階　
　
　
７
８-

５
０
０
１

東
祖
谷
総
合
支
所

戸
籍
、
福
祉
、
税
金
、
自
治
会
、
出
納
等
に
関
す
る
業
務

東
祖
谷
総
合
支
所
1
階　
　
　
８
８-

２
２
１
２

西
祖
谷
総
合
支
所

戸
籍
、
福
祉
、
税
金
、
自
治
会
、
出
納
等
に
関
す
る
業
務

西
祖
谷
総
合
支
所
1
階　
　
　
８
７-

２
２
７
３

企
画
財
政
部

企
画
調
整
課

総
合
計
画
、
広
域
行
政
等
に
関
す
る
業
務

三
好
市
役
所
2
階　
　
　
7
２-

７
６
０
７

文
化
交
流
推
進
室

文
化
交
流
の
推
進
に
関
す
る
業
務

三
好
市
役
所
2
階　
　
　
7
２-

７
６
３
３

地
域
振
興
課

自
治
会
、
国
際
交
流
、
市
営
バ
ス
等
に
関
す
る
業
務

三
好
市
役
所
2
階　
　
　
7
２-

７
６
４
９

財
政
課

予
算
、
決
算
、
基
金
、
地
方
債
等
に
関
す
る
業
務

三
好
市
役
所
2
階　
　
　
7
２-

７
６
０
６

情
報
政
策
課

情
報
政
策
、
地
域
情
報
化
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
等
に
関
す
る
業
務

三
好
市
役
所
３
階　
　
　
7
２-

７
６
４
１

＝
主
な
業
務　
　
＝
所
在
地　
　
＝
電
話
番
号

・
税
務
課
収
納
室
を
税
務
課
に
統
合

市
税
の
賦
課
徴
収
と
滞
納
整
理
の
連
携
を

よ
り
一
層
高
め
る
た
め
、
税
務
課
収
納
室

を
税
務
課
に
統
合
し
ま
し
た
。

・
各
課
の
業
務
な
ど

各
課
の
主
な
業
務
や
、
場
所
、
電
話
番
号

一
覧
は
ペ
ー
ジ
下
の
表
の
と
お
り
で
す
。

三
好
市
職
員
人
事

　
４
月
１
日
付
で
人
事
異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市長
俵 徹太郎

総務部
部長

来見 和幸

企画財政部
部長

松丸 忠仁

環境福祉部
部長

加藤 要市

三野病院
事務長

黒島 一郎

環境福祉部
福祉事務所長

大西 道夫

西祖谷診療所
所長

宮城 亮

産業観光部
部長

中内 栄一

建設部
部長

馬渕 文彦

総務部
次長

近泉 裕久

会計管理者
林 清和

市議会
事務局長
佐藤 隆久

教育委員会
教育次長
田岡 啓子

三野病院
院長

中西 嘉巳

三野病院
副院長

中西 美枝

副市長
新居 政昭

教育長
倉本 渟一

三好市の三役と
部長級の顔ぶれ

2012.4　��　市報 みよし



東
祖
谷
出
張
所

産
業
観
光
・
建
設
部

東
祖
谷
出
張
所

農
林
振
興
、
道
路
の
維
持
管
理
、
市
営
住
宅
等
に
関
す
る
業
務

東
祖
谷
総
合
支
所
1
階　
　
　
８
８-

２
８
９
３

そ
の
他
部
局

三
野
病
院

診
療
科
目
（
内
科
、
外
科
、
整
形
外
科
）

三
野
病
院　
　
　
　
　
　
7
７-

２
３
２
３

水
道
課

水
道
事
業
、
水
道
施
設
、
水
道
料
金
の
徴
収
等
に
関
す
る
業
務

三
好
市
役
所
2
階　
　
　
7
２-

７
６
２
６

会
計
課

現
金
出
納
、
収
入
支
出
命
令
の
審
査
等
に
関
す
る
業
務

三
好
市
役
所
１
階　
　
　
7
２-

７
６
１
６

市
議
会
事
務
局

市
議
会
本
会
議
、
各
委
員
会
、
会
議
録
等
に
関
す
る
業
務

三
好
市
役
所
４
階　
　
　
7
２-

７
６
３
０

監
査
委
員
事
務
局

監
査
委
員
に
関
す
る
業
務

三
好
市
役
所
２
階　
　
　
7
２-

７
６
６
１

農
業
委
員
会
事
務
局

農
業
委
員
会
、
農
地
基
本
台
帳
等
に
関
す
る
業
務

三
好
市
分
庁
舎　
　
　
　
7
２-

７
６
２
１

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局

選
挙
の
管
理
執
行
、
選
挙
管
理
委
員
会
等
に
関
す
る
業
務

三
好
市
役
所
３
階
総
務
課
内　
　
7
２-

７
６
０
４

公
平
委
員
会
事
務
局

公
平
委
員
会
に
関
す
る
業
務

三
好
市
役
所
３
階
総
務
課
内　
　
7
２-

７
６
０
０

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
事
務
局

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
等
に
関
す
る
業
務

三
好
市
役
所
３
階
総
務
課
内　
　
7
２-

７
６
０
０

教
育
委
員
会

学
校
教
育
課

学
校
施
設
、
学
校
環
境
、
幼
小
中
学
校
教
育
等
に
関
す
る
業
務

三
好
市
教
育
委
員
会
庁
舎
2
階　
　
　
7
２-

３
５
５
５

生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
、
青
少
年
教
育
、
公
民
館
活
動
等
に
関
す
る
業
務

三
好
市
教
育
委
員
会
庁
舎
3
階　
　
　
7
２-

３
９
０
０

文
化
財
課

文
化
財
、
伝
統
芸
能
の
振
興
等
に
関
す
る
業
務

三
好
市
教
育
委
員
会
庁
舎
3
階　
　
　
7
２-

３
９
１
０

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
体
育
施
設
管
理
、
学
校
給
食
等
に
関
す
る
業
務

三
好
市
教
育
委
員
会
庁
舎
2
階　
　
　
7
２-

３
９
１
７

＝
主
な
業
務　
　
＝
所
在
地　
　
＝
電
話
番
号

・
人
事
異
動
の
概
要

　

3
月
末
で
の
退
職
者
は
28
名
（
う
ち
課
長
級
以

上
は
17
名
）、
新
年
度
の
新
規
採
用
者
は
12
名
。
平

成
24
年
4
月
1
日
現
在
の
職
員
総
数
は
21
名
減
の

５
４
１
名
と
な
り
ま
し
た
。
新
設
の
2
部
署
に
そ

れ
ぞ
れ
1
名
配
置
す
る
ほ
か
、
観
光
課
、
地
域
振

興
課
で
1
名
ず
つ
増
員
し
ま
し
た
が
、
総
務
課
を

は
じ
め
16
の
部
署
で
職
員
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
人
事
異
動
は
、
5
年
以
上
異
動
の
な
い

職
員
を
重
点
に
異
動
を
行
い
、
総
異
動
職
員
数
は

１
５
３
名
で
全
体
の
28
・
3
％
と
な
り
ま
す
（
昨

年
は
１
４
０
名
で
24
・
9
％
）。
ま
た
、
女
性
管
理

職
員
と
し
て
6
名
を
登
用
し
合
計
で
16
名
（
管
理

職
全
体
の
23
．
5
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

・
人
事
異
動

紙
面
の
都
合
上
、
課
長
級
以
上
の
異
動
の
み
ご
紹

介
し
ま
す
。　
　

  

※
（　

）
内
は
旧
任

【
部
長
級
】
総
務
部
長
（
企
画
財
政
部
長
）
来
見
和

幸
▽
企
画
財
政
部
長
（
秘
書
広
報
課
長
）
松
丸
忠
仁

▽
環
境
福
祉
部
長
（
環
境
福
祉
部
福
祉
事
務
所
長
）

加
藤
要
市
▽
建
設
部
長
（
総
務
部
長
）
馬
渕
文
彦
▽

総
務
部
次
長
兼
総
務
課
長
（
総
務
課
長
）
近
泉
裕
久

▽
環
境
福
祉
部
福
祉
事
務
所
長
（
人
事
室
長
）
大
西

道
夫
▽
会
計
管
理
者
（
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）

林
清
和
▽
三
野
病
院
事
務
長
（
三
野
病
院
事
務
長
）

黒
島
一
郎
▽
環
境
福
祉
部
保
険
医
務
課
西
祖
谷
診
療

所
長
（
徳
島
県
医
療
政
策
課
医
療
再
生
室
主
任
）
宮

城
亮

【
課
長
級
】
人
事
室
長
（
行
革
推
進
室
長
）
橋
岡
勉

▽
管
財
課
長
兼
公
園
等
管
理
準
備
室
長（
水
道
課
長
）

耕
地
孝
裕
▽
税
務
課
長
（
山
城
総
合
支
所
支
所
長
補

佐
）
柳
内
守
▽
秘
書
広
報
課
長
（
企
画
調
整
課
長
）

森
仁
▽
行
革
推
進
室
長
（
監
査
委
員
事
務
局
長
）
岡

泰
弘
▽
危
機
管
理
課
長
（
情
報
政
策
課
長
）
高
原
学

▽
三
野
総
合
支
所
長
（
三
野
総
合
支
所
主
幹
）
岡
島

陽
子
▽
山
城
総
合
支
所
長
（
地
籍
調
査
課
長
補
佐
）

吉
田
正
弘
▽
情
報
政
策
課
長（
秘
書
広
報
課
長
補
佐
）

山
口
哲
司
▽
企
画
調
整
課
長
（
企
画
調
整
課
主
幹
）

宇
治
川
栄
治
▽
地
域
振
興
課
長
（
地
域
振
興
課
長
補

佐
）
中
村
博
▽
市
民
課
長
（
市
民
課
人
権
室
長
）
岸

本
和
宏
▽
市
民
課
人
権
室
長
（
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
長
補
佐
）
西
村
章
彦
▽
地
域
福
祉
課
長
（
管
財

課
長
）
宮
地
敏
明
▽
長
寿
・
障
害
福
祉
課
長
（
地
域

振
興
課
長
）
柏
木
茂
▽
環
境
課
長
（
農
業
委
員
会
事

務
局
長
）
多
田
一
久
▽
子
育
て
支
援
課
長
（
議
会
事

務
局
次
長
）
大
西
順
一
▽
三
野
保
育
所
長
兼
王
地
保

育
所
長
（
王
地
保
育
所
主
幹
）
坂
京
子
▽
政
友
保
育

所
長
兼
上
名
保
育
所
長
（
上
名
保
育
所
長
補
佐
）
下

川
静
子
▽
栃
之
瀬
保
育
所
長
兼
落
合
保
育
所
長
（
東

祖
谷
出
張
所
長
補
佐
）
喜
多
清
美
▽
健
康
づ
く
り
課

長
（
介
護
保
険
セ
ン
タ
ー
課
長
補
佐
）
本
見
町
子
▽

地
籍
調
査
課
長
（
工
務
課
主
幹
）
山
本
牧
男
▽
管
理

課
長
（
環
境
課
長
）
山
下
昌
稔
▽
工
務
課
長
（
東
祖

谷
出
張
所
長
）
喜
多
金
男
▽
東
祖
谷
出
張
所
長
（
文

化
財
課
長
補
佐
）
橋
本
英
次
▽
水
道
課
長
（
地
域
福

祉
課
長
）
細
田
義
秋
▽
会
計
課
長
（
会
計
課
長
補
佐
）

加
藤
則
子
▽
西
祖
谷
診
療
所
事
務
長
兼
大
歩
危
診
療

所
事
務
長
（
西
祖
谷
診
療
所
事
務
長
）
城
本
国
和
▽

環
境
福
祉
部
長
寿
・
障
害
福
祉
課
主
幹
（
健
康
づ
く

り
課
主
幹
）
島
本
順
子
▽
学
校
教
育
課
企
画
監(

学

校
教
育
課
長
補
佐)

湊
政
己
▽
池
田
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
所
長
ほ
か
（
池
田
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
兼

三
野
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
な
ど
）
田
岡
明
▽
監

査
委
員
事
務
局
長
（
市
民
課
長
）
吉
村
光
代
▽
農
業

委
員
会
事
務
局
長
（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
補
佐
）

笹
内
久
▽
議
会
事
務
局
次
長（
農
業
振
興
課
長
補
佐
）

小
林
昭

平成 23年度電源立地地域対策交付金事業により整備をしました

　平成 23 年度の電源立地地域対策交付金事業により、1 級市道テウト谷線改良工事（山城町大月）、学校給
食調理器具購入事業（山城共同調理場、下名共同調理場）、保育所運営事業（政友保育所、上名保育所、落
合保育所、栃之瀬保育所、檪生保育所）を実施しました。
　電源立地地域対策交付金は、電源地域で行われる公共用施設整備や、住民福祉の向上に資する事業に対し
て交付金を交付することで、発電用施設の設置に係る地元の理解促進などを図ることを目的としています。

お問い合わせ先　　三好市 地域振興課　（電話 72-7649）

暴力団
排除
条例　
平成24年4月 1日制定

　　

三
好
市
に
お
け
る
暴
力
団
の

排
除
を
推
進
す
る
た
め
、
三
好

市
議
会
3
月
定
例
会
に
お
い

て
、
三
好
市
暴
力
団
排
除
条
例

が
可
決
・
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
、
暴
力
団
排
除

の
基
本
理
念
を
定
め
、
市
と
市

民
等
の
責
務
を
明
ら
か
に
し
、

暴
力
団
排
除
を
推
進
す
る
こ
と

で
、
市
民
の
安
全
で
平
穏
な
生

活
を
確
保
し
、
社
会
経
済
活
動

の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

条
例
の
基
本
理
念

　
暴
力
団
排
除
は
、「
暴
力
団
を

恐
れ
な
い
こ
と
」「
暴
力
団
を
利

用
し
な
い
こ
と
」「
暴
力
団
に
対

し
て
資
金
を
提
供
し
な
い
こ
と
」

を
基
本
と
し
て
、
市
や
警
察
、
市

民
等
が
相
互
に
連
携
し
、
協
力
し

て
進
め
ま
す
。

条
例
の
主
な
内
容

■
市
の
責
務

　

市
は
、
市
民
や
事
業
者
の
協
力

を
得
て
、
暴
力
団
排
除
の
た
め
の

活
動
に
取
り
組
む
団
体
と
連
携
し

な
が
ら
、
暴
力
団
排
除
に
関
す
る

施
策
を
総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。

恐れない
利用しない
資金を提供しない

■
市
民
等
の
責
務

・
市
が
実
施
す
る
暴
力
団
の
排
除

に
関
す
る
施
策
に
協
力
す
る
よ
う

努
め
る
こ
と
。

・
暴
力
団
と
社
会
的
に
非
難
さ
れ

る
よ
う
な
関
係
を
持
た
な
い
よ
う

努
め
る
こ
と
。

・
暴
力
団
員
等
に
金
品
そ
の
他
の

財
産
上
の
利
益
の
供
与
等
を
し
な

い
よ
う
努
め
る
こ
と
。

■
市
が
実
施
す
る
取
り
組
み

　

公
共
工
事
等
が
暴
力
団
を
利
す

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
と
と

も
に
、
市
民
・
事
業
者
へ
の
情
報

提
供
、
児
童
・
生
徒
へ
の
教
育
活

動
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

暴
力
団
が
市
民
の
生
活
や
社
会

経
済
活
動
に
悪
影
響
を
与
え
る
存

在
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
上

で
、
市
、
市
民
、
事
業
者
、
関
係

機
関
、
関
係
団
体
が
相
互
に
連
携

と
協
力
を
し
て
暴
力
団
の
排
除
を

推
進
し
ま
し
ょ
う
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先

・
三
好
市 

総
務
課

　

電
話 

７
２-

７
６
０
０

・
三
好
市 

危
機
管
理
課

　

電
話 

７
２-

７
６
２
５
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私たちの大切な

地域医療 を守るために
住民・医療者・行政が一体となり、「地域医療」
を守っていくため、様々な情報を発信します

診
療
所
の
紹
介

【
名
称
】
三
好
市
国
民
健
康
保
険
大
歩
危
診
療
所

【
診
療
所
長
】
林 

敏
博

【
診
療
科
目
】
内
科

【
診
療
日
お
よ
び
診
療
時
間
】
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　
（
午
前
）
8
時
30
分
〜
正
午　
（
午
後
）
13
時
〜
17
時
15
分

【
休
診
日
】
土
・
日
・
祝
祭
日
、
年
末
年
始

【
職
員
体
制
】
看
護
師
2
名
、
医
療
事
務
員
1
名

【
主
な
医
療
機
器
な
ど
】

レ
ン
ト
ゲ
ン
、
内
視
鏡
、
心
電
図
、
血
圧
脈
波
検
査
装
置
、
簡

易
エ
コ
ー
、
血
液
検
査
な
ど

医
師
の
略
歴

　

昭
和
56
年
、
徳
島
大
学
医
学
部
を
卒
業
後
、
徳
島
大
学
第
2

内
科
、
香
川
県
立
成
人
病
セ
ン
タ
ー
、
麻
植
協
同
病
院
な
ど
を

経
て
、
平
成
4
年
か
ら
は
徳
島
県
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー
、
平
成

13
年
か
ら
は
県
内
の
民
間
病
院
で
勤
務
さ
れ
、
こ
の
た
び
、
私

た
ち
の
大
歩
危
診
療
所
に
着
任
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ご
専
門
は
消
化
器
、
内
科
一
般
。

大歩危診療所が開所します
三好市が、安心して暮らせるまちづくりを目指して、か
ねてより開設準備を進めておりました「三好市国民健康
保険大歩危診療所」について、このほど完成の運びとな
り、去る 4 月 2 日には、開所式が開催され、多くの地域
住民の皆様が見学に訪れました。

三好市医師会長に
田岡清三郎氏が就任されました

５
月
１
日
か
ら
診
療
を
始
め
ま
す

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　

三
好
市
医
師
会
長

　
　
　
　
　
　

田
岡　

清
三
郎

　

こ
の
た
び
4
月
か
ら
、
三
好

市
医
師
会
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。
市
民
の
皆
様
方
の
御
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

三
好
市
医
師
会
は
三
好
市
、
東

み
よ
し
町
の
医
師
59
名
で
構
成

す
る
社
団
法
人
で
す
。
医
療
機

関
数
は
34
あ
り
ま
す
。
医
師
会

の
活
動
は
地
域
医
療
の
振
興
、

学
校
保
健
、
産
業
保
健
、
市
町

村
保
健
事
業
、
市
民
の
皆
様
方

へ
の
健
康
教
育
、
会
員
の
生
涯

教
育
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い

ま
す
。ま
た
三
好
市
医
師
会
は
、

独
自
に
准
看
護
学
院
を
運
営

し
、
昨
年
で
50
周
年
を
む
か
え

ま
し
た
。
１
０
０
０
名
余
り
の

卒
業
生
は
県
西
部
を
中
心
に
地

域
医
療
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
会
長
の
就
任
に
あ
た

り
、
地
域
医
療
の
充
実
と
市
民

の
皆
様
方
へ
の
健
康
教
育
、
啓

発
活
動
な
ど
、
地
域
に
根
ざ
し

た
地
域
医
療
活
動
を
行
っ
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、市
民
の
関
心
の
高
い
、

地
域
医
療
の
充
実
に
関
し
ま

し
て
は
、
私
ど
も
1
次
医
療
機

関
（
診
療
所
）
と
2
次
医
療
機

関
（
病
院
）
と
の
連
携
お
よ
び

役
割
分
担
が
重
要
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
県
立
三
好
病
院
も
こ
の

4
月
に
は
着
工
し
2
年
後
に
は

完
成
の
予
定
で
す
。
特
に
三
好

病
院
に
は
名
実
と
も
に
県
西
部

の
地
域
中
枢
病
院
と
し
て
更
な

る
充
実
を
お
願
い
し
、
地
域
完

結
型
の
医
療
体
制
を
つ
く
っ
て

ほ
し
い
と
考
え
ま
す
。
私
ど
も

開
業
医
か
ら
の
紹
介
が
今
以
上

に
ス
ム
ー
ス
に
行
な
え
、
ま
た

検
査
、
急
性
期
の
治
療
が
終
れ

ば
地
域
の
開
業
医
で
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
で
き
る
と
い
う
い
わ
ゆ

る
病
診
連
携
（
病
院
と
診
療
所

の
連
携
）の
確
立
が
必
要
で
す
。

結
果
的
に
は
現
在
問
題
と
な
っ

て
い
る
公
立
病
院
の
医
師
不
足

に
伴
う
、
医
師
の
負
担
軽
減
問

題
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
病
診

連
携
に
は
私
達
医
師
会
員
の
方

に
も
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
で
き
る

受
け
皿
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

ま
た
市
民
の
皆
様
方
も
、
病
院

で
検
査
、
急
性
期
の
治
療
を
受

け
ら
れ
た
あ
と
は
、
地
元
の
開

業
医
で
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
さ
れ

る
よ
う
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

次
に
市
民
の
皆
様
方
へ
の
保

健
、
健
康
の
啓
蒙
活
動
に
関
し

ま
し
て
で
す
が
、
今
ま
で
や
や

も
す
れ
ば
私
ど
も
の
活
動
が
十

分
で
な
か
っ
た
面
も
ご
ざ
い
ま

す
。
医
師
会
も
公
益
法
人
改
革

の
中
で
、
よ
り
公
益
的
事
業
の

充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
時
々
、
市
民
の
皆
様
方

対
象
の
公
開
講
演
会
を
、
三
好

市
と
も
連
携
し
て
開
催
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

地
域
の
過
疎
化
が
進
む
中
、

地
域
住
民
の
皆
様
の
健
康
を
守

る
こ
と
が
私
ど
も
の
最
大
の
使

命
で
す
。
た
だ
現
在
の
三
好
市

医
師
会
員
の
平
均
年
齢
は
58
才

で
、
10
年
後
に
は
地
域
医
療
に

支
障
を
き
た
す
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
後
継
者
が
帰
っ
て
く
る

か
、
新
規
の
開
業
医
が
こ
な
け

れ
ば
、
現
在
の
ま
ま
の
医
療
供

給
体
制
の
維
持
は
む
つ
か
し
く

な
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
は
、
地
域
の
産
業
振

興
の
み
な
ら
ず
、
教
育
、
文
化

の
振
興
も
合
わ
せ
て
総
合
的
な

地
域
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。
私
ど
も
も
、
徳
島

県
、
三
好
市
を
は
じ
め
関
係
者

の
皆
様
方
と
も
協
力
し
、
地
域

医
療
、
保
健
衛
生
、
福
祉
の
向

上
に
貢
献
で
き
ま
す
よ
う
に
、

な
お
一
層
の
努
力
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様

方
の
御
協
力
、
御
理
解
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

同
行
二
人　

　
　
　
　
　
　
　
　

林　

敏
博

　

こ
れ
ま
で
多
く
の
ひ
と
び
と

の
最
期
と
向
き
合
い
、
さ
ま
ざ

ま
な
人
生
の
終
え
様よ

う

を
目
の
当

た
り
に
し
て
き
ま
し
た
が
、
い

ざ
高
齢
者
と
呼
ば
れ
る
歳
に

な
っ
て
み
る
と
、
以
前
に
も
ま

し
て
自
ら
の
死
を
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
死
に
様よ
う

に
思
い
惑

う
こ
と
が
な
く
な
っ
た
の
は
、

来
た
る
べ
き
終
り
の
と
き
を
見

据
え
て
、
た
だ
今
を
懸
命
に
生

き
る
し
か
な
い
と
思
う
よ
う
に

な
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

　

残
念
な
が
ら
、
私
は
名
医
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
名
医
で
は
な

い
が
故
に
、
人
一
倍
悩
み
、
迷

い
な
が
ら
も
、
病
め
る
ひ
と
と

痛
み
や
苦
し
み
を
分
か
ち
合

い
、
寄
り
添
い
、
共
に
歩
む
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
こ
そ
が
地
域
に
根
差
す

医
療
に
携
る
者
の
務
め
で
あ
る

と
信
じ
て
い
ま
す
が
私
の
迷
い

は
尽
き
る
こ
と
を
知
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
の
良
き

同
行
者
に
な
れ
る
だ
ろ
う
か

…
、
果
し
て
皆
さ
ん
が
同
行
者

に
な
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
…
、

死
を
生
き
る
同
行
二
人
の
関
係

を
築
く
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う

か
…
、
期
待
と
不
安
を
抱
き
な

が
ら
、
皆
さ
ん
に
お
逢
い
で
き

る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
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【後期高齢者医療制度】　保険料率改定のお知らせ
保険料率は 2 年ごとに改定を行うこととなっており，平成 24 年度および平成 25 年度の保険料率（被
保険者均等割額・所得割率）が決定しました。被保険者一人ひとりに納めていただく保険料は、公
費や現役世代の支援金とともに大切な財源となります。

所得割率
9.51％（被保険者が所得に応じて負担）

被保険者均等割額
48,900円（被保険者全員が等しく負担）

保険料の計算方法
被保険者均等割額と所得割額を合計して、個人単位で計算します。保険料の上限は年額 55 万円です。

　保険料＝被保険者均等割額48,900円＋｛（総所得金額等 -33万円）×所得割率9.51％｝

保険料の軽減
所得の低い方および国保・国保組合以外の健康保険の被扶養者であった方は、次のとおり保険料が軽
減されます。

世帯主と世帯の被保険者の所得額の
合計に応じて、均等割額が世帯単位
で軽減されます。

被保険者の基礎控除後の総所得金額
等に応じて所得割額が軽減されます。

後期高齢者医療制度加入の前日ま
で、国保・国保組合以外の健康保険
の被扶養者となっていた方が対象と
なります。

世帯の所得額の合計 均等割額の
軽減割合

33 万円以下 8.5 割
被保険者全員が年金収入 80 万円以
下で、その他の所得がないとき 9 割

33 万円 +（24 万 5 千円×世帯主以外の
被保険者数）以下 5 割

33 万円 +（35 万円×被保険者数）以下 2 割

基礎控除後の総所得金額等 所得割の軽減割合
58 万円以下 5 割

均等割額 所得割額
9 割軽減 負担なし

被保険者均等割額の軽減

被用者保険の
被扶養者

所得割額の
軽減

お問い合わせ先
三好市保険医務課（電話 72-7613）

　第 5 期（平成 24 年度から平成 26 年度）の 65 歳以上の
方の介護保険料基準月額が、5,140 円になりました。
　介護保険は、国や県、市町が負担する「公費」と、みな
さんが納める「介護保険料」を財源として運営されています。
　みなさんが納める介護保険料は、今後 3 年間に必要にな
る総費用をもとに算出されるもので、みよし広域連合管内
でも介護保険のサービスにかかる費用が年々増加していま
す。また、平成 24 年度から、介護
給付費などにおける 65 歳以上の人の
負担率が 21％（平成 23 年度までは
20％）になりました。
　以上のことをふまえて、平成 24 年
度からの介護保険料を決定しています
ので、ご理解・ご協力をお願いします。

段 階 対 象 者 
保険料の調整率
保険料（年額）

第 1 段階 市町民税世帯非課税で老齢福祉年金受給者、または生活保護受給者
基準額× 0.5
30,840 円

第 2 段階 市町民税世帯非課税で、課税年金収入額と合計所得金額の合計額が 80 万円以
下の人

基準額× 0.5
30,840 円

第 3 段階 市町民税世帯非課税で、上記以外の人
基準額× 0.75

46,260 円

第 4 段階 世帯の誰かに市町民税が課税されているが、本人は非課税で、公的年金額等収
入および合計所得金額が 80 万円以下の人

基準額× 0.85
52,428 円

第 5 段階 世帯の誰かに市町民税が課税されているが、本人は非課税の方で上記以外の人
基準額× 1.0
61,680 円

第 6 段階 市町民税本人課税で、合計所得金額が 125 万円未満の人
基準額× 1.25

77,100 円

第 7 段階 市町民税本人課税で、合計所得金額が 125 万円以上 190 万円未満の人
基準額× 1.35

83,268 円

第 8 段階 市町民税本人課税で、合計所得金額が 190 万円以上 300 万円未満の人
基準額× 1.55

95,604 円

第 9 段階 市町民税本人課税で、合計所得金額が 300 万円以上の人
基準額× 1.65
101,772 円

65歳以上の
人の保険料
（21％）

市町の負担金
（12.5％）

県の負担金
（12.5％）

国の負担金
（25％）

保険料公 費

40～65歳の
人の保険料
（29％）

介護保険の財源

65歳以上の方の介護保険料が変わります

【 65 歳以上の方の段階別保険料 】 

お問い合わせ先　みよし広域連合介護保険センター（電話  76-0030）

基準額の算出方法

基準額（年額）＝ 市町で介護保険
給付にかかる費用

65歳以上の人の
負担分（21％）

市町の
65歳以上の人数× ÷

場　所
実施日

時　間
4月 5月 6月 7月 8月

花園集会所 17 15 12 10 7 13:00 ～ 14:30
三野町老人福祉センター 19 17 21 19 - 13:00 ～ 14:30
三縄公民館 23 14･28 11･25 9 - 13:30 ～ 15:00
三好市保健センター 24 9 ･22 5･19 3 - 10:00 ～ 11:30
箸蔵公民館 24 9 ･22 5･19 3 - 13:30 ～ 15:00
大野幼稚園 - 31 14･28 12･26 2 10:00 ～ 11:30
河内小学校ランチルーム - 31 14･28 12･26 2 13:00 ～ 14:30
井川公民館 23 14･28 11･25 9 - 10:00 ～ 11:30
東祖谷民族資料館 - 7･21 4･18 2･17 - 13:30 ～ 15:00
西祖谷老人福祉センター - 7･21 4･18 2･17 - 10:00 ～ 11:30

みよし広域連合介護保険センターでは、「介護の手を必要としない元気な体作り」を
目的に、それぞれ 6 回シリーズで介護予防ステップ 2 教室を開催します。
お気軽に最寄りの会場へお越しください。

【対象】65 歳以上の方（運動制限
のある方は主治医と相談のうえ、
ご参加ください）
【参加費】無料
【必要品】水分補給のための飲料水、
タオル、健康手帳（なければ会場
で交付します）
お問い合わせ先
みよし広域連合介護保険センター

（☎ 76-0030）

介護予防ステップ２教室（上半期）開催のおしらせ

2012.4　1213　市報 みよし



　

平
成
23
年
度
に
実
施
し
た
事
務
事
業
評
価
数
は

５
１
２
事
業
で
、
そ
の
結
果
は
「
廃
止
・
休
止
」
25

事
業
、「
目
的
再
設
定
」
28
事
業
、「
統
廃
合
・
連
携
」

3
事
業
、「
や
り
方
改
善
（
有
効
性
・
効
率
性
・
公
平

性
）」
２
２
４
事
業
、「
現
状
維
持
」
２
０
１
事
業
、「
新

規
事
業
（
平
成
23
年
度
か
ら
）」
31
事
業
で
し
た
。

　

ま
た
、
市
民
評
価
会
議
で
は
、「
廃
止
・
休
止
」
を

除
く
４
８
７
事
業
の
中
か
ら
8
つ
を
選
定
し
、
市
民

評
価
委
員
が
市
民
の
視
点
で
評
価
を
行
っ
た
結
果
を

参
考
に
、
2
次
評
価
会
議
で
最
終
の
方
向
性
を
次
の

と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ
先

三
好
市 

行
革
推
進
室

電
話 

７
２-

７
６
２
９

平成23 年度 事務事業評価の結果

① 三好市中心市街地活性化事業　【担当課 : 商工政策課】
事
業
概
要

　

市
の
中
心
市
街
地
を
持
続
的
に
発
展
さ
せ
る
た

め
、
地
域
の
創
意
工
夫
を
活
か
し
民
間
活
力
も
含
め

戦
略
的
に
活
性
化
を
図
る
事
業
。

市
民
評
価
結
果
の
概
要

　

中
心
市
街
地
の
環
境
整
備
、
商
業
振
興
、
交
流
等

を
促
進
す
る
こ
と
で
、
市
全
体
の
活
性
化
を
図
る
必

要
が
あ
る
。
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
策
定
推

進
委
員
会
を
開
催
し
、「
ま
ち
づ
く
り
会
社
」
の
設

立
や
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の
認
定
に
向
け

て
更
な
る
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

最
終
の
方
向
性

　
「
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の
策
定
と
内
閣

府
の
認
定
を
受
け
る
」
と
い
う
従
来
の
方
針
を
見
直

し
、市
が
ソ
フ
ト
事
業
の
仕
掛
け
を
積
極
的
に
行
う
。

　
「
従
来
の
方
針
を
見
直
す
」
と
い
う
こ
と
を
早
急

に
商
工
会
議
所
に
伝
え
、
市
と
商
工
会
議
所
の
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ
て

活
動
す
る
こ
と
。

実
施
状
況

　

こ
れ
ま
で
行
政
は
、
中
心
市
街
地
活
性
化
整
備
事

業
と
し
て
、
交
付
金
事
業
等
を
活
用
し
た
環
境
整
備

を
実
施
し
、
そ
の
大
方
が
整
備
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
今
後
は
、
ハ
ー
ド
事
業
か
ら
ソ
フ
ト
事
業
に
移

行
し
、
中
心
市
街
地
へ
の
集
客
を
具
体
化
し
た
事
業

を
展
開
す
る
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
阿
波
池
田
商
工
会

議
所
や
地
元
商
店
街
と
協
働
し
、
民
間
事
業
等
の
具

体
的
事
業
展
開
を
見
出
し
て
い
く
。
現
在
、
阿
波
池

田
商
工
会
議
所
や
地
元
商
店
街
で
は
、
専
門
家
ら
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
ソ
フ
ト
面
の
事
業
展
開

を
図
る
勉
強
会
な
ど
を
進
め
て
い
る
の
で
、
民
間
事

業
と
し
て
の
計
画
立
案
が
具
体
化
し
た
段
階
で
、
市

は
「
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の
策
定
」
に
向

け
た
取
り
組
み
を
行
う
。

② シルバー人材センター運営支援事業　【担当課 : 長寿・障害福祉課】
事
業
概
要

　

高
齢
者
の
労
働
能
力
を
積
極
的
に
活
用
し
た
シ
ル

バ
ー
事
業
を
実
施
し
て
い
る
、
公
益
社
団
法
人
三
好
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
運
営
補
助
事
業
。

市
民
評
価
結
果
の
概
要

　

今
後
も
高
齢
者
が
増
加
す
る
こ
と
に
伴
い
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
も
増
加
す
る
見
込
み
で
あ

り
、
高
齢
者
の
雇
用
確
保
の
た
め
に
も
、
組
織
強
化

や
事
業
拡
大
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
過
疎
化
に
よ
り
簡
易
な
仕
事
で
も
人
材
が

不
足
し
て
い
る
集
落
で
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
支
援
は
大
変
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
規

事
業
な
ど
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

最
終
の
方
向
性

　

市
か
ら
の
運
営
補
助
金
は
国
と
同
額
と
す
る
。
ま

た
、
公
益
法
人
と
し
て
自
立
す
る
た
め
の
計
画
書
を

作
成
す
る
こ
と
や
、
公
益
性
を
高
め
る
た
め
に
会
員

の
拡
大
に
努
め
る
こ
と
な
ど
を
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
対
し
て
依
頼
す
る
。

実
施
状
況

　

運
営
補
助
金
の
額
に
つ
い
て
は
、
国
と
同
額
と
す

る
決
定
に
基
づ
き
、
平
成
24
年
度
当
初
予
算
に
反
映

し
た
。

　

ま
た
、
自
立
す
る
た
め
の
計
画
書
の
策
定
や
、
会

員
拡
大
に
努
め
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
の
積
極
的
な

推
進
を
昨
年
末
の
理
事
会
の
席
上
で
依
頼
し
、
取
り

組
み
へ
の
確
認
を
し
た
。

③ 東祖谷歴史観光まちづくり事業　【担当課 : 観光課】
事
業
概
要

　

東
祖
谷
の
空
き
古
民
家
や
伝
統
文
化
な
ど
の
地
域

資
源
を
活
用
し
た
、
新
し
い
滞
在
体
験
型
の
観
光
メ

ニ
ュ
ー
を
構
築
し
な
が
ら
運
用
す
る
事
業
。

市
民
評
価
結
果
の
概
要

　

地
域
伝
統
文
化
の
保
存
を
目
的
と
し
て
古
民
家
を

残
す
こ
と
に
異
論
は
無
い
が
、
そ
の
運
営
方
法
つ
い

て
は
「
滞
在
型
の
観
光
メ
ニ
ュ
ー
と
す
る
に
は
効
果

が
期
待
で
き
な
い
」
と
云
う
意
見
と
、「
古
民
家
を

活
用
し
て
地
域
活
性
化
を
図
る
べ
き
」
と
の
意
見
に

分
か
れ
ま
と
め
き
れ
な
か
っ
た
。

　

よ
っ
て
、
ま
ず
3
棟
で
テ
ス
ト
運
営
し
そ
の
結
果

を
み
な
が
ら
、
次
の
投
資
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

最
終
の
方
向
性

　

文
化
財
と
し
て
保
護
す
る
場
合
の
費
用
と
、
宿
泊

施
設
と
し
て
整
備
す
る
場
合
の
費
用
や
目
的
を
明
ら

か
に
す
る
。
ま
た
、
市
内
の
宿
泊
施
設
の
利
用
状
況

を
調
査
し
た
う
え
で
、
想
定
す
る
顧
客
像
の
明
確
化

や
集
客
見
込
み
数
の
推
定
を
基
に
、
し
っ
か
り
し
た

運
営
計
画
を
早
急
に
策
定
す
る
こ
と
と
、
審
議
は
今

後
も
継
続
し
て
行
う
。

実
施
状
況

　

日
本
の
美
し
い
風
景
を
求
め
る
人
、
日
本
の
田
園

風
景
に
憧
れ
る
外
国
人
な
ど
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し

て
、
祖
谷
の
自
然
や
伝
統
生
活
を
快
適
に
楽
し
ん
で

も
ら
う
事
を
念
頭
に
、
祖
谷
な
ら
で
は
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
。
施
設
見
学
会
や
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
な

ど
の
実
施
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
の
業
務
提
携
な
ど
あ

ら
ゆ
る
媒
体
を
使
っ
て
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
。
管
理
運
営

を
地
元
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
委
託
し
、
運
営
計
画
と
作

業
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
、
地
域
の
人
々
の
役
割
分
担

を
明
確
化
し
な
が
ら
観
光
振
興
を
図
る
。
年
次
別
売

上
目
標
の
設
定
や
、
収
支
の
健
全
な
運
営
計
画
を
作

成
す
る
と
と
も
に
、今
後
も
継
続
し
た
審
議
を
重
ね
、

持
続
可
能
な
最
終
計
画
の
確
立
を
目
指
す
。

④ 景観計画・景観条例事業　【担当課 : 企画調整課】
事
業
概
要

　

平
成
22
年
度
末
に
策
定
さ
れ
た
三
好
市
景
観
計
画

に
基
づ
き
、
平
成
23
年
6
月
に
景
観
条
例
が
制
定
さ

れ
、
平
成
24
年
4
月
1
日
か
ら
施
行
と
な
る
。

　

今
後
は
、条
例
の
施
行
に
伴
う
規
則
な
ど
の
制
定
、

三
好
市
景
観
審
議
会
設
置
、
事
項
に
掲
げ
る
業
務
遂

行
、
計
画
に
基
づ
く
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
景
観
形

成
を
図
る
。　
　

市
民
評
価
結
果
の
概
要

　

市
の
景
観
の
維
持
向
上
に
は
必
要
で
あ
る
た
め
、

業
務
の
守
備
範
囲
を
広
げ
な
が
ら
、
横
の
連
携
を
取

り
な
が
ら
広
く
景
観
向
上
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ

る
。
業
務
の
実
施
は
、
安
易
に
外
部
委
託
を
行
う
の

で
な
く
、
職
員
の
創
造
性
の
発
揮
に
よ
り
、
担
当
部

署
内
で
立
案
す
べ
き
で
あ
る
。

最
終
の
方
向
性

　

条
例
施
行
の
前
と
後
の
行
動
計
画
を
作
成
す
る
。

ま
た
、
行
動
計
画
の
中
身
と
し
て
、
Ｉ
Ｔ
や
映
像
を

活
用
し
た
住
民
へ
の
周
知
な
ど
を
検
討
す
る
。

実
施
状
況

　

景
観
計
画
は
、
2
年
間
か
け

て
「
景
観
計
画
策
定
審
議
会
」

を
設
置
し
、
年
間
8
～
9
回
の

会
議
を
開
催
し
、策
定
し
た
。「
景

観
条
例
」
に
つ
い
て
は
、
担
当

部
署
で
策
定
し
、「
良
好
な
景
観
」

作
り
に
つ
い
て
は
、
担
当
部
署

と
関
係
部
署
で
協
議
を
行
い
な

が
ら
進
め
て
い
る
。

　

｢

良
好
な
景
観｣

を
維
持
・
保
全
、
育
成
す
る
た

め
に
は
、市
民
、事
業
者
、行
政
、そ
れ
に
来
訪
者
（
特

に
観
光
者
）
は
一
体
と
な
っ
て
推
進
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
た
め
、
今
後
も
市
報
や
ケ
ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ
の
活

用
と
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
な
ど
に
よ
り
、
啓
発
事

業
を
展
開
す
る
。

⑤ 道路新設改良事業　【担当課 : 工務課】
事
業
概
要

　

自
治
会
や
住
民
か
ら
の
要
望
に
対
し
現
場
確
認
を

行
い
、
経
済
性
、
地
域
性
な
ど
の
対
応
を
検
討
の
う

え
、
道
路
計
画
を
策
定
し
道
路
の
新
設
、
改
良
工
事

を
行
う
。
な
お
、
こ
の
と
き
の
用
地
や
物
件
の
買
収

に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
無
償
と
す
る
。

市
民
評
価
結
果
の
概
要

　

市
道
は
必
要
不
可
欠
の
も
の
で
あ
る
が
、
優
先
順

位
を
考
慮
し
最
低
限
の
箇
所
を
仕
上
げ
て
い
け
ば
経

費
削
減
な
ど
の
成
果
余
地
が
あ
る
。

　

ま
た
、
年
間
歳
出
予
算
の
中
で
、
類
似
事
業
と
の

統
廃
合
、
仕
様
や
工
法
の
適
正
化
な
ど
で
事
業
費
や

人
件
費
の
削
減
に
努
め
て
ほ
し
い
（
工
務
課
・
林
業

振
興
課
・
農
林
土
木
室
の
統
合
・
連
携
は
実
現
可
能

か
）。

最
終
の
方
向
性

　

整
備
の
目
的
や
管
轄
官
庁
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、

現
在
は
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
に
お
い
て
道
路
事
業
を

実
施
し
て
い
る
が
、
今
後
市
道
、
農
道
、
林
道
事
業

を
ひ
と
つ
の
課
で
担
当
す
る
よ
う
検
討
す
る
。

　

な
お
、地
域
や
市
民
か
ら
の
要
望
に
関
す
る
受
付
、

回
答
、
結
果
な
ど
を
記
し
た
書
類
が
、
一
覧
表
と
し

て
整
理
さ
れ
て
お
ら
ず
問
い
合
わ
せ
な
ど
対
応
が
不

十
分
で
あ
る
た
め
、
早
急
に
統
一
様
式
を
作
成
し
、

全
庁
的
な
運
用
を
図
る
。

実
施
状
況

　

道
路
事
業
の
担
当
課
の
統
合
に
向
け
た
検
討
は
今

後
も
行
う
。

　

ま
た
、地
域
や
市
民
か
ら
の
要
望
に
関
す
る
受
付
、

回
答
に
つ
い
て
は
、
要
望
事
項
お
よ
び
対
応
管
理
表

を
作
成
し
平
成
24
年
1
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

平成23年度
事務事業評価の結果
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平成23 年度 事務事業評価の結果

⑥ 文化交流拠点整備事業　【担当課 : 文化交流推進室】
事
業
概
要

　

文
化
の
振
興
を
核
と
し
た
交
流
の
ま
ち
づ
く
り
と

地
域
力
の
醸
成
を
目
的
に
交
流
拠
点
施
設
の
整
備
を

行
う
。
基
本
計
画
に
よ
る
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
基

づ
き
、
基
本
計
画
の
策
定
、
住
民
説
明
会
の
開
催
、

実
施
計
画
の
策
定
、
設
計
者
の
選
定
、
基
本
設
計
及

び
実
施
設
計
書
の
作
成
、
建
設
工
事
の
着
手
、
施
設

の
管
理
運
営
計
画
、
事
業
計
画
等
を
策
定
し
な
が

ら
、
平
成
27
年
度
ま
で
に
施
設
の
完
成
と
開
館
を
目

指
す
。

市
民
評
価
結
果
の
概
要

　

基
本
計
画
を
ま
と
め
た
ば
か
り
で
、
実
施
計
画
が

未
策
定
の
段
階
で
評
価
は
で
き
な
い
。
市
民
説
明
が

不
十
分
の
ま
ま
今
日
ま
で
進
行
し
た
の
は
問
題
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
休
止
す
る
こ
と
も
考
慮
し
な

が
ら
、
建
設
に
か
か
る
費
用
や
完
成
後
の
運
用
経
費

な
ど
を
細
か
く
説
明
し
て
、
よ
り
多
く
の
市
民
の
賛

同
を
得
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

最
終
の
方
向
性

　

市
民
の
疑
問
に
対
し
て
、
Ｑ
＆
Ａ
の
よ
う
な
形
で

一
つ
ひ
と
つ
説
明
を
行
い
必
要
性
の
周
知
を
図
る
。

　

ま
た
、
説
明
の
一
環
と
し
て
基
本
計
画
に
掲
げ
ら

れ
て
い
る
事
業
ご
と
に
、
既
存
施
設
で
の
問
題
点
や

新
施
設
の
必
要
性
の
検
討
を
行
い
な
が
ら
、
代
替
案

も
念
頭
に
置
い
た
検
討
を
進
め
る
。

　

な
お
、
次
年
度
以
降
の
市
民
評
価
会
議
か
ら
、
毎

年
の
繰
り
返
し
事
業
で
あ
っ
て
、
事
後
評
価
が
で
き

る
事
業
を
選
定
す
る
よ
う
に
改
正
す
る
。

実
施
状
況

　

市
民
評
価
会
議
の
意
見
や
結
果
に
つ
い
て
は
、
真

摯
に
受
け
止
め
対
応
す
る
。

　

計
画
の
内
容
に
つ
い
て
市
民
の
理
解
を
得
る
た
め

に
、
疑
問
に
対
し
て
、
そ
の
整
備
方
針
に
つ
い
て
、

し
っ
か
り
と
説
明
し
、
市
民
の
意
見
に
基
づ
い
た
実

施
計
画
の
策
定
を
行
う
。

⑦ 公民館維持管理業務　【担当課 : 生涯学習課】
事
業
概
要

　

市
内
に
点
在
す
る
62
か
所
の
公
民
館
、
地
区
館
、

分
館
施
設
に
関
す
る
維
持
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、

運
営
補
助
金
交
付
や
館
長
お
よ
び
主
事
へ
の
報
酬
な

ど
の
事
務
を
行
う
。

市
民
評
価
結
果
の
概
要

　

公
民
館
、
地
区
館
、
分
館
の
数
が
多
く
維
持
管
理

費
が
大
変
で
あ
り
、
広
範
囲
、
多
様
な
利
用
方
法
で

利
用
者
は
増
え
て
い
る
が
、
利
用
人
数
や
利
用
目
的

な
ど
は
正
確
に
記
録
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
施
設
の
現
状
を
考
慮
し
な
が
ら
、
施
設
の

統
廃
合
や
館
長
経
費
な
ど
の
削
減
に
つ
い
て
、
地
域

住
民
と
話
し
合
い
な
が
ら
、
理
解
を
求
め
る
必
要
が

あ
る
。

最
終
の
方
向
性

　

施
設
一
覧
表
を
再
整
理
し
て
、
旧
町
村
ご
と
で
な

く
三
好
市
と
し
て
の
公
民
館
の
役
割
を
明
確
に
す
る

こ
と
と
、
公
民
館
長
や
主
事
な
ど
の
業
務
を
明
確
に

し
、
維
持
管
理
や
運
営
に
関
し
て
市
内
全
域
の
統
一

性
を
図
る
。

実
施
状
況

　

評
価
会
議
以
降
に
お
い
て
、
施
設
一
覧
表
の
再
整

理
を
実
施
し
た
。

　

ま
た
、
今
後
は
、
施
設
管
理
状
況
報
告
書
提
出
の

義
務
付
け
や
、
分
館
長
会
議
の
開
催
、
東
西
祖
谷
各

分
館
に
お
け
る
施
設
利
用
の
現
状
調
査
な
ど
を
実
施

予
定
で
あ
る
。

⑧ 小学校施設管理事務　【担当課 : 学校教育課】
事
業
概
要

　

市
立
小
学
校
の
修
繕
や
施
設
・
設
備
の
保
守
点
検
、

管
理
委
託
業
務
の
実
施
や
学
校
管
理
運
営
に
必
要
な

経
費
の
施
設
設
備
の
維
持
修
繕
お
よ
び
保
守
点
検
業

務
を
行
う
。

市
民
評
価
結
果
の
概
要

　

教
育
環
境
を
整
え
る
た
め
に
大
切
な
事
業
で
あ
る

が
、
特
に
維
持
経
費
で
あ
る
水
道
料
金
・
電
気
料
金

な
ど
を
現
場
管
理
者
に
情
報
提
供
し
、
学
校
関
係
者

の
コ
ス
ト
意
識
を
高
め
な
が
ら
更
な
る
経
費
削
減
に

努
め
る
こ
と
。

　

ま
た
、
休
校
施
設
や
敷
地
の
有
効
利
用
を
推
進
す

る
必
要
が
あ
る
。
特
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用

し
て
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
。

最
終
の
方
向
性

　

休
校
施
設
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、
学
校
教
育

課
は
関
係
課
と
協
議
を
行
い
、
検
討
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
作
成
す
る
。
ま
た
、
再
開
の
可
能
性
が
無
い
休
校

施
設
に
つ
い
て
は
、
早
急
に
廃
校
処
置
を
行
い
管
財

課
に
移
管
し
、
普
通
財
産
と
し
て
更
な
る
活
用
な
ど

の
再
検
討
を
行
う
。

実
施
状
況

　

平
成
23
年
度
に
お
い
て
は
、
教
育
委
員
会
内
に
休

校
施
設
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
他
地
域
の
活
用

事
例
の
調
査
を
実
施
し
た
。

　

統
合
に
よ
っ
て
廃
校
と
な
る
名
頃
小
、
菅
生
小
、

落
合
小
、
栃
之
瀬
小
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
度
よ

り
普
通
財
産
と
し
て
移
管
し
、
管
財
課
が
管
理
す
る

こ
と
で
協
議
済
み
で
あ
る
。

　

他
の
休
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年
度
に
お

い
て
、
管
財
課
、
総
務
課
な
ど
、
関
係
部
署
と
の
協

議
を
実
施
し
、
方
向
性
を
定
め
る
（
避
難
所
指
定
施

設
、
社
会
体
育
施
設
、
投
票
所
な
ど
と
し
て
の
位
置

づ
け
）。
再
開
の
可
能
性
が
な
い
休
校
施
設
に
つ
い

て
は
、
廃
校
手
続
き
を
進
め
る
。

シリーズ まちづくり基本条例 第十七弾

お問い合わせ先
三好市 企画調整課
電話 72-7607・ファックス 72-7202
kikakuchousei＠city.tokushima-miyoshi.lg.jp

「始めよう 市民主役の まちづくり」

詳しい内容は、三好市ホームページで公開中です。
ぜひご覧ください。
◀QR コードからアクセスできます

 そもそも「まちづくりって何？」
よく耳にする言葉「まちづくり」ですが、あらためて
意味を考えてみましょう。
　・安全で安心して暮らせる生活環境を守る活動
　・よりいっそう住みよいまちとするための活動
三好市まちづくり基本条例の中ではこういった活動を
「まちづくり」と捉えています。では、具体的に市民が
参加する「まちづくり」を右に例示してみましょう。
こういった活動に参加することが、「まちづくりに参加
する」ということになります。それぞれのまちづくり
活動についての具体的なルールは、まちづくり基本条
例に定めるのではなく、個別にルールを決めていくこ
とになります。それぞれのルールはまちづくり基本条
例に沿った内容となります。

 まちづくり基本条例って何？
三好市まちづくり基本条例は、これから三好市がどのようなまちを目指すのか、どのようなまちづくり
を推進していくのかを定めたものです。また、まちづくりを担う「市民」「議会」「行政」3者の役割・責
任・義務を明らかにすることもこの条例の目的です。

 どうして「まちづくり基本条例」が必要なのでしょうか？
今までは、国が画一的なまちづくりの方向を示してきましたが、地方分権が進むに伴って国と地方の関
係が協調・対等なものとなり「地方は自ら考え、自ら決定し、自ら責任を持つ」ことが必要となってき
ました。つまり、これからは国が決めたルールに従った画一的なまちづくりを進めるのではなく、地域
の実情に合った個性豊かなまちづくりを進めることが可能となり、そのための基本ルールを自ら考え定
めることが必要となって、三好市まちづくり基本条例が策定されることとなりました。

三好市議会3月定例会において、三好市まちづくり基本条例が可決されま
した。この条例は平成24年10月1日から施行されることになりますので、
これから条例の中身についてシリーズで解説していきたいと思います。

三好市まちづくり基本条例が
10月1日から施行されます

選挙で投票に行く ゴミを分別する

地域活動に参加する 市報やホームページで
市政情報を見る

※ 条例の正式名称がまちづくり基本条例に決まりました。シリーズまちづくり 
条例は今月号からシリーズまちづくり基本条例になります。
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生花
第 1･2･3 水曜日
19:00 〜
三野公民館
☎ 77-2124 高尾

エアロビクス

第 1・3 日曜日
19:00 ～
農産物加工センター

大正琴(王地)
第 2・4 木曜日
19:30 ～
王地分館
☎ 77-2095 田岡

書道
毎週火･木曜日
14:00 ～
三野公民館
☎ 77-3609 志磨

郷土史研究

随時開催
三野公民館
☎ 77-2353 千葉

民舞
毎週水曜日
19:00 〜
三野公民館
☎ 77-3764 木下

舞踊
毎週木曜日
19:00 ～
三野公民館
☎ 77-2202 田岡

園芸
季節により開催
年 5 回～ 6 回
三野公民館
☎ 77-2741 小西

大正琴(芝生)
第 2・4 火曜日
19:00 ～
第 1・3 水曜日
13:00 ～
三野公民館
☎ 77-2095 田岡

少年剣道
毎週土曜日
18:00 〜
三野中学校体育館
☎ 77-3899 久保

詩吟
毎週金曜日
13:00 ～
三野公民館
☎ 77-2607 邉見

太極拳
毎週火曜日
9:00 ～
第 2・4 金曜日
9:30 ～
三野公民館
☎ 77-3804 久保

少林寺拳法
毎週火・木曜日
19:00 ～
三野中学校体育館
☎ 77-4161 大浦

井川公民館

太極拳

第 1・3 木曜日
10:00 ～
井川公民館

シャドーアート

第 3 日曜日
13:30 ～
井川公民館

人形劇お話し

第 1水曜日
9:00 ～
井川公民館

ブリザーブド
フラワー
第 3 日曜日
13:30 ～
井川公民館

パソコン

6月18・19 日
19:00 ～
井川公民館

手話

第 2 月曜日
9:00 ～
基幹集落センター

古文書

第 1土曜日
13:30 ～
井川公民館

三野公民館

阿波踊り

第 3 水曜日
19:00 ～
中央公民館

講座名
開講日時
場所
代表者

山城公民館

社会教育学習

日時未定
山城公民館

ポーセラーツ

第 3 木曜日
19:00 ～
中央公民館

健康促進実技
6/11から7/9
毎週月曜日
13:00 ～
山城公民館

パソコン

6月7・8 日
19:00 ～
西祖谷総合支所

西祖谷
総合支所

パソコン

6月14・15日
19:00 ～
東祖谷総合支所

パソコン

6月21・22日
19:00 ～
中央公民館

パソコン（集中）

6月23 日
10:00 ～
中央公民館

東祖谷
総合支所

パソコン

6月4・5日
19:00 ～
山城公民館

※講師等の都合により、日程
等が変更になる場合があり
ます。

※パソコン講座と山城公民館
健康促進実技講座の詳細は
市報 5 月号に掲載します。

※山城公民館社会教育学習講
座の詳細は市報 6 月号に掲
載します。

中央公民館

平成 24 年度  三好市公民館生涯学習講座

日時・場所 学習課題

第
1
回

6 月 5 日（火）
13 時～
池田総合体育館
サブアリーナ

開講式
「橋はかかる」
～差別のない社会を目指して～
講師：栗原 美和子 さん

（ドラマ･プロデューサー、作家）

第
2
回

7 月 31 日 ( 火 )
13 時 30 分～
池田総合体育館
メインアリーナ

「待機晩成」
～日本一の脇役が語る

人生の美学～
講師：笹野 高史 さん（俳優）

第
3
回

8 月 27 日（月）
13 時 30 分～
三好市中央公民館
４階大ホール

「伝えていきたい 暮らしの知恵」
講師：三好市地域おこし協力隊

第
4
回

9 月下旬予定
時間未定
三好市中央公民館
４階大ホール

あいぽーと徳島出前出張講座を
予定しています。詳細について
は、後日受講生に連絡します。

第
5
回

10 月 3 日 ( 水 )
13 時 30 分～
池田総合体育館
サブアリーナ

「天使がくれた贈り物」
～ダウン症の女流書家

金澤翔子との軌跡～
講師：金澤 泰子 さん

（書家･ダウン症書家金澤翔子の母）

第
6
回

12 月 5 日 ( 水 )
13 時～
三好市中央公民館
４階大ホール

腹話術「たった一本の幸せ」
講師：近藤 公人さん・美佐子さん
閉講式（修了証書授与）　

※日時、場所などにつきましては都合により変更する場合
があります。なお、上記以外の講演会等を公開講座としま
すので聴講できます。公開講座受講も出席扱いとし、受講
証に捺印します。

お申し込み・お問い合わせ先
三好市生涯学習課　☎ 72-3900
三好市中央公民館　☎ 72-3700

【テーマ】くらし
　～だれもが生き活きと暮らす 魅力ある地域に～

【定　員】定員 100 人程度
【参加費】無料
【対　象】どなたでも
※ 1 回限りの聴講も可
受講証、修了証書【4 回（公
開講座も含む）受講者に発行】

平成24年度

三好市民大学講座
　

三
好
市
の
公
民
館
で
は
、
趣
味

や
実
技
・
教
養
講
座
な
ど
の
各
種

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
市
民

の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流

の
場
と
し
て
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

受
講
対
象

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者

受
講
期
間

本
年
6
月
～
翌
年
2
月

申
込
方
法

5
月
18
日
（
金
）
ま
で
に
各
公

民
館
ま
た
は
三
野
公
民
館
ク
ラ

ブ
代
表
者
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
各
講
座
と
も
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
パ
ソ

コ
ン
講
座
、
山
城
公
民
館
講
座

の
締
切
は
5
、
6
月
市
報
に
掲

載
し
て
か
ら
に
な
り
ま
す
。

受
講
料

受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
実
習

材
料
費
な
ど
は
個
人
負
担
の
場

合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

三
野
公
民
館  

各
ク
ラ
ブ
代
表
者

中
央
公
民
館 

☎
７
２-

３
７
０
０

井
川
公
民
館 

☎
７
８-

５
０
１
０

山
城
公
民
館 

☎
８
６-

１
１
３
５

そ
の
他
お
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課 

☎
７
２-

３
９
０
０

パソコン

6月11・12日
19:00 ～
三野公民館

新緑の祖谷渓を舞台にエコウォーキングイベン
トを開催します。

【日時】4 月 15 日（日）8 時 30 分
【場所】池田町大利京田〜祖谷ふれあい公園
【集合場所・時間】JR でお越しの方▼ JR 大歩
危駅・9 時〜 10 時 40 分、お車でお越しの方
▼かずら橋夢舞台・8 時 30 分〜 9 時
※スタート地点まで、またゴール地点からはバ
スで送迎します。スタート地点へ直接のお越し
はご遠慮ください。

【参加料】大人 1500 円、小学生 500 円、 小学
生未満 100 円（温泉入浴料、ふるまい鍋、保
険代込み。小学生以下は保護者同伴）

【携行品】弁当、水筒、雨具、参加申込書、参加料、
健康保険証

【申込方法】道の駅大歩危へ電話でお申し込み
いただき、当日、参加申込書
と参加料を受付でお渡しくださ
い。申込書は三好市役所と各総
合支所にあります。

【お問い合わせ先】
・道の駅大歩危（☎ 84-1489）
・三好市観光課（☎ 72-7620）

第8回大歩危祖谷温泉郷
癒しの健康エコウォーク

白熱したプロのプレイを間近で見られるチャン
スです。豪華景品の当たる抽選会も開催されま
すので、ぜひご来場ください。入場は無料で、
チケットは必要ありません。

【日時】5 月 6 日（日）13 時プレイボール
【場所】吉野川運動公園　池田球場
【お問い合わせ先】
三好市スポーツ健康課（☎ 72-3917）

四国アイランドリーグplus
2012コカ・コーラ杯公式戦

徳島インディゴソックス
VS

　　高知ファイティングドッグス
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3月17日　名頃小学校（東祖谷）
名頃小学校児童と交流がある演歌歌
手の北山たけしさんが駆けつけ、児
童らと再会し、「剣山」や名頃小学
校の校歌を合唱しました。

3 月 18 日　西山小学校（池田）休校式ではスライド写真を交えながら西山小学校の歩みを紹介した後、出席者らは同校での思い出話に花を咲かせました。

3 月 25 日　上名小学校（山城）
卒業生や地域の方々など 240 人もの
参加がありました。式では、児童か
らのお別れの言葉にあわせ学校での
思い出がスライド写真で流れました。

3月18日 栃之瀬小学校（東祖谷）

児童と保護者が、この日のために練

習を重ねてきた「とちのせ」親子太

鼓を披露しました。最後に、参加者

全員で記念撮影をしました。

3 月 25 日　落合小学校（東祖谷）昔の写真のスライドや児童らが劇をして、落合小学校の歴史を振り返りました。児童らの手形を残した記念モニュメントなどの除幕もありました。
3月25日　菅生小学校（東祖谷）

児童らが菅生小学校の歴史や学校生

活の思い出をスライドで紹介しまし

た。式典後には、閉校記念碑の除幕

も行われました。

3 月 18 日　佐野小学校（池田）

在校児童が佐野小学校の歴史をスラ

イドで紹介しました。また、出席者

全員で「ふるさと」を歌い、名残を

惜しみました。

いつまでも忘れないよ思い出をありがとう

涙と笑顔で さようなら

ありがとう
さようなら
今春で休校・閉校となる市内の 7つの小学校で式典
が行われ、児童や勤務された先生方、卒業生や地元
住民らが地域の学びやに別れを告げました。
佐野・西山・上名の 3校が休校に、名頃・栃之瀬・落合・
菅生の 4校が閉校となりました。東祖谷の 4校は統
合され、4月に東祖谷小学校が新設されます。

思い出がつまった母校に「お別れ」 市内の７小学校が休校
・閉校

2012.4　2021　市報 みよし



品
を
運
ぶ
輸
送
機
関
も
必
要
で
す
。

こ
の
よ
う
に
様
々
な
産
業
は
原
材
料

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
部
品
の
取
引
を
通

じ
て
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
つ

な
が
り
を
通
じ
、
あ
る
産
業
で
生
産

量
が
増
え
る
と
、
そ
の
産
業
が
用
い

る
原
材
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
部
品
の

生
産
が
増
加
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
を

生
産
す
る
た
め
に
用
い
る
他
の
財
・

サ
ー
ビ
ス
の
生
産
も
活
発
化
し
て
い

き
ま
す
。
こ
れ
を「
経
済
波
及
効
果
」

と
い
い
ま
す
。

Ｑ
交
流
拠
点
施
設
の
建
設
費
用

は
ど
の
く
ら
い
で
す
か
？
ま

た
そ
の
経
費
は
ど
う
工
面
す
る
の
で

す
か
？

Ａ
今
の
段
階
で
は
、
標
準
的
な

建
設
費
用
か
ら
の
見
込
額
に

な
り
ま
す
が
、
想
定
す
る
施
設
規
模

か
ら
計
算
す
る
と
20
～
30
億
円
程
度

が
見
込
ま
れ
ま
す
。
そ
の
財
源
は
、

国
の
制
度
を
活
用
し
た
交
付
金
や
補

助
金
な
ど
を
充
分
に
活
用
し
、
市
の

負
担
が
で
き
る
だ
け
少
な
く
な
る
よ

う
に
計
画
し
ま
す
。

Ｑ
施
設
を
つ
く
っ
た
後
の
維
持

管
理
、
運
営
し
て
い
く
費
用

は
ど
う
す
る
の
で
す
か
？

Ａ
施
設
の
運
営
方
法
や
形
態
に

よ
っ
て
も
左
右
さ
れ
ま
す
が
、

施
設
で
行
う
活
動
事
業
費
と
人
件
費

や
施
設
の
維
持
管
理
、
修
繕
費
用
な

ど
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
三
好
市
が

管
理
す
る
公
の
施
設
と
し
て
文
化
振

興
に
必
用
な
予
算
を
確
保
す
る
と
共

に
、「
友
の
会
」
組
織
や
財
団
の
設

立
も
見
据
え
た
資
金
の
調
達
に
努
め

ま
す
。

Ｑ
市
民
生
活
に
関
わ
る
そ
の
他

の
施
設
の
整
備
経
費
は
ど
う

な
る
の
で
す
か
？

Ａ
三
好
市
で
は
合
併
後
「
三
好

市
行
財
政
改
革
大
綱
」
を
基

に
財
政
計
画
を
策
定
し
、
毎
年
見
直

し
を
行
い
な
が
ら
健
全
化
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
財
政
計
画
に

は
、
交
流
拠
点
施
設
整
備
計
画
と
共

に
、
公
共
事
業
費
と
し
て
地
域
密
着

型
の
道
路
事
業
や
教
育
施
設
の
耐
震

化
事
業
、
歴
史
文
化
ま
ち
づ
く
り
事

業
、
集
落
支
援
包
括
事
業
、
過
疎
対

策
事
業
な
ど
の
経
費
も
計
上
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
現
段
階
で
は
想
定
で

き
な
い
、
市
民
の
生
活
に
直
結
す
る

公
共
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
修
繕
経

費
や
施
設
の
耐
震
化
事
業
な
ど
も
、

新
た
な
事
業
費
と
し
て
計
画
に
反
映

し
て
い
ま
す
。

Ｑ
交
流
拠
点
施
設
を
整
備
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
経
済
的
に
は

ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
文
化
芸
術
活
動
は
、
経
済
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
側
面
も

持
っ
て
い
ま
す
。
交
流
拠
点
施
設

の
利
用
や
、
施
設
と
各
地
域
の
関

連
施
設
と
の
連
携
、
文
化
財
の
保

存
、
活
用
な
ど
に
よ
り
、
消
費
の
拡

大
、
観
光
な
ど
に
よ
る
交
流
人
口
の

増
大
を
促
し
、
余
暇
関
連
産
業
、
映

像
情
報
産
業
な
ど
、
新
た
な
需
要
を

喚
起
し
雇
用
を
創
出
す
る
な
ど
、
経

済
波
及
効
果
を
生
み
出
し
ま
す
。
県

が
5
年
ご
と
に
作
成
し
て
い
る
「
徳

島
県
産
業
連
関
表
」
か
ら
経
済
波
及

効
果
を
概
算
す
る
と
、
今
想
定
さ

れ
て
い
る
建
設
費
20
～
30
億
円
、
こ

れ
を
仮
に
30
億
円
と
仮
定
す
る
と
直

接
、
間
接
を
含
め
38
億
円
の
経
済
波

及
効
果
が
発
生
し
ま
す
。
維
持
管
理

交流拠点 Ｑ＆Ａ
〜普段市民の皆様からいただくご質問にお答えします〜 　

若
葉
の
緑
が
目
に
も
鮮
や
か
な
こ

の
頃
、
皆
様
に
は
風
邪
な
ど
召
さ
れ

ず
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
、
池
田
町
マ
チ
の
本
町
通
り

の
「
ま
ち
か
ど
資
料
館
」
に
つ
い
て

お
伝
え
し
ま
す
。
こ
の
資
料
館
は
、

明
治
中
期
に
建
て
ら
れ
た
刻
み
た
ば

こ
工
場
を
改
装
し
、
１
９
９
７
年
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
し
か
し
数
年

休
館
し
て
お
り
、
再
オ
ー
プ
ン
に
向

け
て
文
化
財
課
や
郷
土
史
会
の
方
と

一
緒
に
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

資
料
館
の
収
集
点
数
は
約
1
万
点

以
上
で
、
刻
み
た
ば
こ
関
連
の
商
い

帳
、
古
文
書
、
当
時
の
写
真
や
新
聞
、

生
活
用
品
な
ど
多
岐
に
渡
り
ま
す
。

特
に
明
治
か
ら
昭
和
時
代
ま
で
の
宣

伝
用
チ
ラ
シ
で
あ
る
引
き
札
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
は
当
時
の
阿
波
池
田
の
繁

栄
の
面
影
を
残
す
も
の
と
し
て
見
応

え
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
「
カ
ラ

フ
ル
ポ
ッ
プ
引
き
札
ア
ー
ト
展
」
と

題
し
、
２
０
１
２
年
2
月
の
「
第
3

回
う
だ
つ
マ
ル
シ
ェ
」
に
合
わ
せ

て
引
き
札
約
50
点
の
展
示
を
行
い
、

１
０
０
名
以
上
の
方
に
来
訪
し
て
頂

き
ま
し
た
。

　

今
後
も
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
内
容
を

編
集
し
企
画
展
を
行
い
ま
す
。
次
回

は
、
資
料
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
三

好
市
の
観
光
地
の
明
治
～
昭
和
初
期

に
作
ら
れ
た
絵
葉
書
を
展
示
し
ま

す
。
昔
の
祖
谷
や
大
歩
危
、
腕
山
が

写
真
で
残
っ
て
お
り
、
大
変
珍
し
い

も
の
と
な
り
ま
す
。
5
月
5
日
（
こ

ど
も
の
日
）
に
開
館
し
ま
す
の
で
、

お
時
間
み
つ
け
て
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
。

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詳
細
を
掲
載
。

http://kirari-honm
achi.ciao.jp/

連
載　

地
域
お
こ
し
協
力
隊

⑨

昔
の
文
化
を
伝
え
る
「
ま
ち
か
ど
資
料
館
」

𠮷
田 

絵
美

茶
業
研
修
は
じ
め
ま
し
た

　

皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
厳
し
い
寒
さ

が
続
い
た
冬
も
、
よ
う
や
く
暖
か
い

春
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
こ
の
冬
の
週
末
に
運
行
さ
れ

た
Ｊ
Ｒ
の
薬
王
寺
参
拝
ツ
ア
ー
の
添

乗
員
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
ツ
ア
ー
は
朝
、
三
好
市
の
阿
波

池
田
駅
お
よ
び
大
歩
危
駅
か
ら
美
波

町
の
日
和
佐
駅
ま
で
団
体
専
用
列
車

で
移
動
し
、
車
内
で
の
ひ
と
と
き
を

楽
し
み
な
が
ら
厄
落
と
し
で
有
名
な

「
薬
王
寺
」
へ
参
拝
す
る
と
い
う
も

の
で
し
た
。

　

私
も
こ
の
列
車
に
乗
務
し
、
お
客

様
の
お
酒
や
お
食
事
の
配
膳
や
清

掃
、
ま
た
カ
ラ
オ
ケ
設
備
の
あ
る
列

車
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
際
に

は
カ
ラ
オ
ケ
の
司
会
進
行
役
を
務
め

茂
泉 

賢
弥

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
お
客
様
と
ご
一

緒
に
楽
し
く
添
乗
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

さ
て
、
三
好
市
で
は
お
茶
の
生
産

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、

私
は
山
城
の
茶
業
組
合
で
研
修
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
一
か
ら
お
茶
に
つ
い

て
肌
身
で
学
ん
で
お
り
ま
す
。
私
も

三
好
の
お
茶
と
い
う
特
産
品
を
ま
す

ま
す
発
展
さ
せ
る
力
に
な
れ
れ
ば
と

思
い
、
明
日
も
山
へ
行
っ
て
き
ま
す
。

お問い合わせ先　三好市企画調整課文化交流推進室（電話　72-7633)

費
は
年
間
約
６
０
０
０
万
円
と
想
定

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
波
及
効
果
は

７
５
０
０
万
円
で
す
。
こ
の
数
値
は

様
々
な
要
因
に
よ
り
変
動
し
ま
す

が
、
都
道
府
県
ご
と
に
定
め
ら
れ
た

産
業
連
関
表
は
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
問

わ
ず
大
き
な
事
業
を
行
う
際
の
指
標

と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
経
済
波
及
効
果
と
は
？

　

例
え
ば
、
乗
用
車
の
生
産
を
考
え

ま
す
。
乗
用
車
の
生
産
に
は
車
体
、

エ
ン
ジ
ン
、
ガ
ラ
ス
、
タ
イ
ヤ
、
計

測
器
な
ど
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
車

体
を
作
る
た
め
に
鋼
材
や
様
々
な
自

動
車
部
品
、
塗
料
な
ど
が
、
さ
ら
に

そ
れ
ら
を
作
る
た
め
の
原
材
料
や
電

力
な
ど
が
必
要
と
な
り
、
原
料
や
製

文化の持つ力
文化には人を動かす力があります。市
民ひとりひとりが文化に触れ創造にか
かわったりすることは、それぞれの持
つ個性を発揮させ、精神的な安らぎや
生きる喜びをもたらし、豊かな人間性
を育みます。また、長年培われてきた
伝統文化は市民の宝であり全国の人々
を魅了する力があります。文化には、
人々に元気を与え地域社会全体を活性
化させ、魅力ある社会づくりを推進す
る力があります。そして、文化の持つ
力は、文化芸術以外の様々な分野の活
性化にも貢献し得るものです。

2012.4　2223　市報 みよし



大歩危橋付近	 　　　13:00頃
西岡 山本電気商会付近	 　　　13:45頃
西岡 西岡小学校校門付近	　　　14:00頃
西岡 平家屋敷下駐車場付近　　 14:40頃
西岡 元有料道路料金所付近からお堂バス
停付近の道路上	 14:50～ 15:00
後山 峠バス停付近	 　　　15:10頃
尾井ノ内 古井様宅付近から館グリーン付
近の道路上	 15:20～ 15:40
道の駅「にしいや」付近	　　　16:00頃

　5 月 22 日（火）［ 山城・西祖谷地区 ］
山城大和川 多目的集会所付近 　 9:30頃
相川 集会所付近	 9:50～ 10:00
城山 武藤商店付近	 　　　10:20頃
政友 恵泉館付近	 　　　10:30頃
柴川 平和橋南詰付近　　 10:40～10:50
信正 川茂NTT交換所付近11:00～11:10
大月集会所付近　　 　　 11:20～11:30
山城総合支所前　　 　　 11:40～12:00
西祖谷総合支所前	 　　　13:20頃
善徳 やすらぎの大地	 　　　13:40頃
射場商店付近から西岡シゲ子様宅下三
叉路	 　　　13:50頃
善徳 旧太陽桜工場付近から出口商店前の
道路上　　　　　　　　  14:00～14:20
イベント広場から中尾井本様宅まで
	 14:40～ 15:00
藤本建設から石川様宅付近まで

15:10～ 15:20

　5 月 23 日（水）　　　　［ 山城地区 ］
川成 紺屋橋付近	 　　　10:00頃
赤野 三名連絡所付近	 　　　10:20頃
平 羽瀬橋付近	 　　　10:50頃

津屋 津屋橋付近	 　　　11:10頃
上西宇 林業センター駐車場　　11:40頃
大津 小歩危駅下付近	 13:00～ 13:10
白川 吉岡商店付近	 　　　13:30頃
中野 新角バス停付近	 　　　13:50頃
国政 国政新道バス停付近	　　　14:20頃
川口 ５組の下国道待避所	　　　14:40頃
下川コミュニティーセンター15:00～15:10
下川 警察駐在所付近	 　　　15:20頃
下川（猫坊） 永美団地付近　　  15:40頃

　5 月 24 日（木）　［ 井川・池田地区 ］
阿波踊酒造付近	 	 　　 9:00頃
坂部自動車工場付近	 	 　　 9:15頃
池田公民館東部分館前	 	 　　 9:30頃
供養地集会所付近	 	 　　 9:45頃
西井川 黎明分館駐車場　0	　　 9:50頃
消防団第4分団付近	 　　10:00頃
長尾 平田様宅付近　　　0	　　10:15頃
西井川 電化のオオニシ付近	　　10:30頃
出ノ上公会堂付近　　　0	 　　10:35頃
西井川 日産サティオ徳島付近 　10:45頃
すず美容室付近　　0	 　　11:00頃
佃駅付近　　　　　0	 　　11:15頃
中村東 山下様宅付近　	 　　11:30頃
タクミ田 ビリーボックス付近 　11:35頃
辻駅西付近　　　　	 　　11:45頃
井川総合支所前　　　	 　　12:00頃
井関 母子健康センター　	 　　13:00頃
みのだ大橋南詰　　　　	 　　13:15頃
旭町 発電所前　　　　　	 　　13:30頃
待機宿舎やまびこ付近	 	 　　14:00頃
池南社協前	 14:15～ 14:20
中央公民館池南分館前	 14:30～ 14:35
三好保健所	 	 　　14:45頃

池田簡易裁判所付近場	 	 　　15:00頃
三好市役所付近	 15:30～ 15:50

　5 月 25 日（金）　　　　［ 井川地区 ］
流堂 大正橋付近	 　　　　　　10:00頃
下吹 製茶工場前	 　　　10:15頃
消防団第5分団付近	 　　　10:30頃
杉ノ木 神谷バス停付近	 　　　10:45頃
農産物加工開発センター	 　　　11:00頃
井内坊 腕山口バス停付近	　　　11:15頃
馬場バス停付近	 　　　11:30頃
平 井内浄水場前	 　　　11:45頃
桜公民館	 　　　13:10頃
下知行 平岡様宅付近	 　　　13:25頃
色原 色原様宅付近	 	 　　13:40頃
色原 大西様宅付近	 	 　　13:55頃
上西ノ浦 藤田様宅付近 　 	　　　14:10頃
旧野住分校付近	 　　　14:25頃
下野住 阿佐様宅付近	 　　　14:40頃
倉石 松川様宅付近	 　　　15:10 頃
下久保 近藤様宅付近	 　　　15:25頃
大久保 阿佐様宅付近	 　　　15:40頃

　6 月分の日程 ( 予定 )
【池田地区】6月7〜8・14日
【西祖谷地区】6月13日〜14日
【東祖谷地区】6月15日
※ 詳細は市報 5 月号に掲載します。

狂犬病予防注射と犬の登録

狂犬病予防注射日程表 　5 月分

　5 月 9 日（水）　　　　［ 三野地区 ］
太刀野 原集会所	 9:00～ 9:15
太刀野 田口石油店付近	 9:30 ～ 9:40
花園団地東側駐車場付近	 9:45～ 9:55
芝生 栄町駐車場付近	 10:00～ 10:10
三野老人福祉センター	 10:15 ～ 10:35
勢力資源物集積センター	10:45 ～ 10:50
加茂野宮集会所付近	 11:00 ～ 11:10
清水集会所付近	 11:15～ 11:30
清水上野 喜田様宅付近	 11:40～ 11:50
勢力上野 西野様宅付近	 13:00～ 13:15
花園集会所付近	 13:30 ～ 13:50

落合 坪根様宅付近	 14:30～ 14:40
落合 元谷商店付近	 14:50～ 15:00
下瀬 喜多理容室付近	 15:10～ 15:20

★西祖谷の日程は一部省略して掲載して
います。詳しくは通知書同封のチラシを
見るか、環境課へお問い合わせください。
　5 月 15（火）　　　［ 西祖谷地区★ ］
田ノ内田中神社前バス停付近     09:40頃
西祖谷総合支所前	 10:20～ 10:50
重末日浦 古井様宅付近	 　　　11:00頃
重末 八幡神社付近	 　　　11:20頃
善徳 児島様宅付近から射場商店付近の道
路上	 13:00～ 13:20
善徳 元太陽桜工場付近から出口商店付近
の道路上	 14:30～ 14:45
閑定 お山公園付近	 　　　15:00頃
閑定 閑定バス停付近	 　　　15:10頃
善徳 かずら橋バス停付近	　　　15:20頃
今久保下バス停付近	 　　　15:35頃
今久保上バス停付近	 　　　15:50頃

 　5 月 16 日（水）　　［ 西祖谷地区★ ］
南山バス停付近	 　　　10:20頃
土日浦バス停付近	 　　　10:30頃
榎バス停付近	 　　　10:40頃
吾橋バス停付近	 　　　10:50頃
安楽寺付近	 　　　11:00頃

川又 辺見様宅付近	 14:10～ 14:30
中屋集会所付近	 14:50〜 15:00

　5 月 10 日（木）　　　［ 東祖谷地区 ］
釣井 船井様宅付近	 09:40～ 09:50
釣井 木村様宅付近	 10:00～ 10:10
小島 小島橋付近	 10:20～ 10:30
高野 多目的集会所	 10:40～ 10:50
和田 酒巻様宅付近	 11:10～ 11:20
大西 岡本様宅付近	 11:30～ 11:40
樫尾 上西組付近	 12:50～ 13:00
小川 旧営林署付近	 13:10～ 13:20
阿佐 老人憩いの家付近	 13:40～ 13:50
新居屋 栃の瀬橋付近	 14:00～ 14:10
若林 三谷電気店付近	 14:20～ 14:30
大枝 老人憩いの家付近	 14:40～ 14:50
京上 東祖谷総合支所前	 15:00～ 15:20

　5 月 11 日（金）　　　［ 東祖谷地区 ］
名頃 旧保育所付近	 10:30～ 10:40
菅生 泉商店付近	 11:00～ 11:10
菅生 かめご滝付近	 11:15～ 11:25
菅生 いやしの温泉郷駐車場	11:30～ 11:40
久保 上藤商店付近	 12:40～ 12:50
久保 毘沙門堂付近	 13:00～ 13:10
久保 前田商店付近	 13:20～ 13:30
西山 岸様宅付近	 13:35～ 13:45
落合 そば道場付近	 14:00～ 14:20

生後 91 日以上の犬を飼われた方
は、狂犬病予防法により取得した
日から 30 日以内に登録をしなけ
ればなりません。また狂犬病の予
防注射を毎年 4 月から 6 月の間に
1 回受けさせなければなりません。
三好市では公民館や集会所などを
会場に、毎年春に犬登録と狂犬病
予防注射を行っています。（動物
病院でも登録や注射ができます）
最寄の場所で登録と予防注射（各
3000 円）を受けさせましょう。

お問い合わせ先　三好市環境課 （☎ 72-3436）、三好保健所 （☎ 72-1122）

【
対
象
団
体
】

三
好
市
お
よ
び
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る

ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行
っ
て
い
る
、
市
民
活

動
団
体
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
な
ど
）
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
団
体
（
自

治
会
、
子
ど
も
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
）

※
単
年
度
事
業
で
す
。
ま
た
、
過
去
の
交
付

団
体
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

【
申
請
方
法
】

三
好
市
地
域
振
興
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

折
り
返
し
申
請
用
紙
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

【
申
請
締
切
】

平
成
24
年
4
月
10
日
（
火
）
～
5
月
31
日
（
木
）

※
受
付
時
間
は
、
祝
・
祭
日
を
除
く
平
日
（
月

～
金
）
の
9
時
～
17
時
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

三
好
市
地
域
振
興
課
（
電
話
７
２-

７
６
４
９
）

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
奨
励
金
制
度

支
援
希
望
団
体
を
募
集
し
ま
す

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
、
自
主
的
か
つ
継

続
的
に
、
三
好
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
す
る
と

思
わ
れ
る
活
動
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
地
区
や
団

体
を
対
象
に
、
申
請
の
あ
っ
た
中
か
ら
審
査
選
考

し
、
活
動
経
費
の
一
部
を
支
援
す
る
事
業
で
す
。

平成 23 年 4 月 1 日から平成 24 年 3 月 31 日までの間に、
16 名の個人様より 20,867,000 円のご寄附をいただきま
した。平成 18 年度の基金設置以来、ご寄附いただいた累
計額は 70,622,460 円となりました。本当にありがとうご
ざいました。心より御礼申し上げます。

【ご寄附いただいた皆様】
　西岡　比呂文　様
　( 故 ) 宇津 芳春　様
　( 故 ) 宇津 省恵　様
　堀　　三芳　様
　伊丹　幸典　様

ふるさと応援基金・ふるさと納税

お問い合わせ先　三好市地域振興課（☎ 72-7649）

　
俵　　史子　様
村田　耕作　様
中谷　嘉明　様
船井　哲良　様
楠目　幸利　様

※ 上記の方以外に、匿名 6 名様よりご寄附いただきました。
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眼
の
中
に
入
っ
た
光
は
、
眼
底

の
網
膜
（
カ
メ
ラ
に
た
と
え
る
と

フ
ィ
ル
ム
に
相
当
す
る
組
織
）
で

焦
点
を
結
び
、
そ
の
情
報
が
脳
へ

送
ら
れ
て
視
覚
が
成
立
し
ま
す
。

網
膜
は
１
億
数
千
万
個
も
の
「
視

細
胞
〈
し
さ
い
ぼ
う
〉」
と
い
う
、

光
を
感
知
す
る
細
胞
が
集
ま
っ
て

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

網
膜
色
素
変
性
症
は
こ
の
視
細

胞
が
、
年
齢
よ
り
も
早
く
老
化
し

機
能
し
な
く
な
っ
て
し
ま
う
、
両

眼
性
の
病
気
で
す
。
視
細
胞
が
働

か
な
く
な
っ
た
部
分
は
光
を
感
じ

と
れ
ず
、
映
像
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

ふ
つ
う
最
初
に
現
れ
る
症
状

は
、
夜
や
薄
暗
い
屋
内
で
も
の
が

見
え
に
く
く
な
る
「
夜
盲
〈
や
も

う
〉・
鳥
目
〈
と
り
め
〉」
で
す
。

そ
の
後
、「
視
野
狭
窄
〈
し
や
き
ょ

う
さ
く
〉」
が
少
し
ず
つ
進
行
し
、

見
え
る
範
囲
が
周
辺
部
分
か
ら
中

心
に
向
か
い
狭
く
な
っ
て
い
き
ま

す
。
徐
々
に
視
力
・
視
野
が
狭
く

な
り
、視
力
を
失
う
こ
と
も
あ
る
、

現
時
点
で
は
治
療
方
法
が
確
立
さ

れ
て
い
な
い
病
気
で
す
。

　

前
川
裕
美
さ
ん
は
３
歳
で
音
楽

と
出
会
い
、
６
歳
で
作
曲
を
始

め
ま
す
が
、
小
学
校
5
年
生
の
時

網
膜
色
素
変
性
症
と
診
断
さ
れ
、

徐
々
に
視
力
・
視
野
を
失
い
中
学

校
１
年
生
か
ら
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
の

作
曲
理
論
を
始
め
音
楽
と
共
に
歩

み
続
け
ま
す
が
、
わ
ず
か
１
％
の

視
野
の
中
、
阪
神
淡
路
大
震
災
で

は
築
５
年
の
自
宅
が
全
壊
、
そ
の

１
年
後
に
父
を
失
う
と
い
う
悲
し

み
を
乗
り
越
え
６
年
の
ア
メ
リ
カ

留
学
後
音
楽
活
動
を
通
し
て
、
全

国
で
コ
ン
サ
ー
ト
活
動
を
は
じ

め
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
に
出
演
さ

れ
、
人
々
に
夢
と
希
望
を
届
け
た

い
と
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
三
好
市
で
の
講
演
会
で

は
、
会
場
に
響
く
透
き
通
る
歌
声

と
メ
ロ
デ
ィ
に
心
が
洗
わ
れ
る
よ

う
な
感
動
と
、
障
が
い
を
前
向
き

に
と
ら
え
、
自
分
の
未
来
と
可
能

性
を
信
じ
る
気
持
ち
、
勇
気
を

持
っ
て
行
動
す
る
前
向
き
な
生
き

方
、
人
に
対
す
る
思
い
や
り
と
感

謝
の
心
を
持
つ
こ
と
な
ど
が
語
ら

れ
ま
し
た
。
本
当
に
す
ば
ら
し
い

講
演
内
容
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
参

加
者
の
頬
を
伝
う
涙
が
物
語
っ
て

い
ま
し
た
。
講
演
の
中
で
「
人
が

頼
り
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
障
が

い
を
持
つ
方
が
進
ん
で
社
会
参
加

が
出
来
る
た
め
に
も
、
私
た
ち
の

温
か
い
支
援
が
必
要
で
す
。

　

人
権
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

第
１
歩
は
、
機
会
が
あ
れ
ば
講
演

会
な
ど
に
参
加
す
る
こ
と
で
す

が
、
今
回
の
講
演
会
も
、
市
民
の

参
加
者
が
少
な
い
こ
と
に
、
啓
発

活
動
の
難
し
さ
を
実
感
し
て
い
ま

す
。
講
演
会
な
ど
に
参
加
す
る
こ

と
で
、
誤
っ
た
認
識
に
気
づ
い
た

り
、
病
気
に
対
す
る
理
解
を
深
め

る
場
合
も
あ
り
、
感
動
は
勇
気
を

生
み
ま
す
。
人
権
研
修(

講
演
会)

は
、
心
の
栄
養
と
考
え
て
く
だ
さ

い
。
三
好
市
人
権
室
・
人
権
教
育

推
進
協
議
会
で
は
、
毎
年
数
回
の

人
権
講
演
会
を
開
催
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
一
人
で
も
多
く
の
参
加

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

※
講
演
会
参
加
者
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
一
部

を(

参
加
者
の
言
葉
を
そ
の
ま
ま

で)

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

■
自
分
と
重
ね
て
し
ま
う
部
分
が

あ
り
非
常
に
感
動
し
ま
し
た
。
親

に
は
自
分
の
病
気
の
進
行
は
し
ゃ

べ
れ
な
い
。
親
が
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
る
か
ら
、
自
分
が
頑
張
る
し
か

三好市役所人権室  ☎72-7622

な
い
か
ら
、
前
川
さ
ん
の
言
葉
に

感
動
し
ま
し
た
。
何
か
が
変
わ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
が
、
共

感
で
き
る
こ
と
が
心
の
支
え
に
な

り
ま
し
た
。

■
講
演
を
聞
く
ま
で
は
理
解
し
て

る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
理
解

出
来
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
は
失
礼
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
考

え
を
変
え
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
生
き
生
き
と
し
た
前
川
さ
ん
に

勇
気
と
希
望
を
も
ら
い
ま
し
た
。

私
も
障
が
い
者
の
子
ど
も
を
持
つ

母
で
す
が
、
娘
を
ほ
め
て
、
自
信

を
持
た
せ
て
や
ろ
う
と
思
い
ま
し

た
。
す
ご
く
い
い
時
間
で
し
た
。

■
「
外
に
出
て
も
誰
も
助
け
て
く

れ
な
い
」
と
い
う
一
言
が
深
く
印

象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
少
し
の
勇

気
で
そ
の
人
が
楽
に
生
き
ら
れ
る

な
ら
振
り
絞
る
勇
気
が
必
要
と
思

い
ま
し
た
。

■
時
の
経
つ
こ
と
を
忘
れ
る
ほ
ど

引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
素
晴
ら
し

い
生
き
方
に
感
動
で
す
。
今
後
心

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
出
来
る
よ
う

な
講
演
お
願
い
し
ま
す
。

■
演
奏
も
有
り
分
か
り
や
す
か
っ

た
。
今
後
積
極
的
に
こ
う
い
う
講

演
に
参
加
し
た
い
。
感
動
し
ま
し

た
。
自
分
の
気
持
ち(

障
が
い
者

に
対
し
て)

が
変
わ
っ
た
。

■
自
分
も
勇
気
が
持
て
る
よ
う
に

努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

網膜色素変性症という病気をご存知ですか？

　3 月 7 日、作曲家・演奏家の前川裕美さんをお迎
えし、「夢みる力を信じてともに生きる未来」と題
して三好市人権講演会を開催いたしました。

叙勲受章のご紹介

昭和 50 年 4月に池田町議会議員に当選してから平成７年４月まで 20 年間に
わたり、議会議員として町の発展に全力を注がれ、その職責を果たされました。
在職中は、池田町議会議長をはじめ要職を歴任され、常に広い視野に立って
町政の推進に努められ、地方自治の発展や地域振興に貢献されました。

高齢者叙勲 旭日単光章 岡田 秀清 さん（池田町シマ）

　森本さんは養蚕を営みなが
ら、子ども9人を育て、孫13人、
ひ孫 12 人に恵まれています。
この日は家族や入所している
施設の職員らから祝福を受け
られました。森本さんは歌を
歌うのが大好きで、月 2 回の
音楽教室をとても楽しみにさ
れているそうです。

　上笹さんは、市内の老人保健
施設に入所されており、この日
は家族や職員の方々から祝福
を受けられました。毎日の食事
もしっかり取られており、なか
でもチョコレートが好物だそ
うです。また、家族の方が面会
に来られるのを楽しみにして
いるそうです。

森本 ヨシ子さん
（池田町州津）

上笹 ツル子さん
（井川町西井川）

祝 

百
歳
到
達　久米さんは、現在市内の

病院に入院されていますが、
100 歳を迎えられたこの日は、
たくさんの家族や病院の職員
の方々から祝福を受けられ、
市や県からも祝状や記念品が
贈呈されました。久米さんは、
毎日家族の面会を楽しみにし
ているそうです。

久米 トミヱさん
（池田町白地）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

観光のお問い合わせは

　三好市観光案内所
　☎0120-404-344

秘
境
祖
谷
に
残
る

も
う
ひ
と
つ
の
平
家
物
語
の

す
べ
て
が
わ
か
る
特
別
展
で
す
。

祖谷平家 絵物語
祖谷に伝わる平家物語をパネルを使って展示します。

祖谷平家 伝承地マップ
平家ゆかりの地を写真とパネルで展示します。

祖谷平家 資料展示
阿佐家に伝わる平家の赤旗のレプリカなど
平家ゆかりの品々や民俗資料を展示します。

展示
内容

2012年　　　　     2013年
4月1日(日)～ 3月31日(日)
年末年始及び12月～２月の土曜・日曜・祝日は休業

8:30～ 17:00
東祖谷歴史民俗資料館
三好市東祖谷京上14番地3 　☎0883-88-2170

開催
期間

開館
時間

開催
場所

大人………400円
中学生……200円 
小学生以下…100円

入場
料金

〜 みなさん　これからもお元気でお過ごしください 〜
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中央図書館
［一般書］■いつもそばに本が／田辺聖子 ■高齢者のた
めの法律相談／延命法律事務所 ■玉村警部補の災難
／海堂尊 ［児童書］■じしんのえほん／国崎信江 ■ふし
ぎの国の誘拐事件／メアリー ポープ オズボーン ■小説
タンタンの冒険／アレックス アーバイン［絵本］ ■ちく
わのわーさん／岡田よしたか ■へびのみこんだなにの
みこんだ？／ tupera tupera ■ぼくんちのティラノサウ
ルス／のぶみ 

井川図書館
［一般書］■警官の条件／佐々木譲 ■目立つとこだけ！
ちょこっと掃除／佐藤嘉浩 ■読めますか？小学校で
習った漢字／守誠 ［児童書］■としょかんねずみ／ダニ
エル・カーク ■ぴあのうさぎとみみおばけ／あきやまた
だし ■いるのいないの／京極夏彦

新着図書の紹介

Books

［一般書］中央図書館

寝台列車で行こう
著者：「人気列車で行こう」編集部 
寝台列車の旅の楽しみ方を詳細に
案内。食堂車の夕食や朝食などの
料理、様々な車内サービス、客室
や車内の設備などを詳しく紹介。 
また、車窓からの景色や走行風景
などの美しいカラー写真も豊富。

■ 5 月の行事予定
・おはなし会［中央図書館］

　　日時：毎週土曜日　11 時〜 11 時 30 分

・おはなしひろば［井川図書館］

　　日時：毎週土曜日　10 時 30 分〜 11 時

■ 5 月の休館日
中央図書館：毎週水曜日

28 日は特別館内整理日のため休館いたします。

井川図書館：毎週火曜日

■ 巡回配本日程（5 月）
   7 日   三野 - 芝生小（低学年）- 王地小

   8 日   池田 - 萩田商店前　三野 - 芝生小（高学年）

　10 日　池田 - 川崎小 - 旧大利郵便局前　山城 - 山城小

   11 日   池田 - 三縄駅前 - 三縄幼 - 三縄小

　14 日   池田 - 箸蔵幼 - 箸蔵小

　15 日   山城 - 政友小 - 大野小　   　    

　17 日   東祖谷 - 落合保育所 - 祖谷歴史館 - 東祖谷小 

　18 日  西祖谷 - 檪生小　 山城 - 下名小 - 山城荘前　

　21 日   井川 - 井内小 - 西井川小

　22 日　池田 - 馬路小 - 白地小

・市内の方ならどなたでもご利用いただけます。

・都合により巡回日・時間等が変更になる場合がござ          

  います。ご利用になられる方は、三好市中央図書館

  までお問合せください。

中央 ☎72-2781　　井川 ☎78-4311

［児童書］井川図書館

でんぐり でんぐり でんぐりこ
著者：長野ヒデ子
でんぐりでんぐりたのしいな。みん
なででんぐりでんぐりこ。うたって、
おどって、あそびましょ。

新着図書は上記以外にもありますので、各図書館にお
問い合わせください。

Sports

お問い合わせ先
　いけだスポーツクラブ
　（電話 72-5755）

☆場所はすべて池田総合体育
館。ただし、社交ダンスは保健
センター、グランドゴルフは吉野
川運動公園で、オープンスクー
ルとして開放しておりますので、
ご興味のある方はお問合わせくだ
さい。☆都合で曜日や時間が変
更になる場合がございます。

いけだスポーツクラブ 5 月教室開設日
教 室 名 開 設 日

グランドゴルフサークル 毎週 月・水・金
キッズ＆ジュニアスポーツプログラム

Jr バレーボール＆
ヒーロー養成 バレー

（月） 7・14・28
（木）10・17・24・31

ヒーロー養成教室（野球） 9 月から開講
キッズサッカー＆フットサル 12・19・26

Ｊｒ．ハンドボール （火）・（土）
お問い合わせください

カワイ元気アップ体操教室 12・20・26

教 室 名 開 設 日
ヨーガ月曜コース 7・14・21・28
ヨーガ木曜コース 17
肩こり予防＆リフレッシュ体操 18
３C チャレンジフィットネス お問合わせください
フィットネスプログラム
ビギナーズ /トータル 14・28

社交ダンス 12・26
史跡巡りウオーキング お問合わせください
障害者フライングディスク 10
レッツ体力づくり 9・23

平成24年度会員募集中！！
　４月の教室開催日は事務局までお問い合わせください。

チャレンジデー2012対戦相手決定　実施日：5月30日（水）

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
と
は
、
毎
年

5
月
の
最
終
水
曜
日
に
世
界
中
で

実
施
さ
れ
て
い
る
、
住
民
参
加
型

の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
こ

の
日
は
、
人
口
規
模
が
ほ
ぼ
同
じ

自
治
体
同
士
が
、
午
前
0
時
か
ら

午
後
9
時
ま
で
の
間
に
、
15
分
間

以
上
継
続
し
て
何
ら
か
の
運
動
や

ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
住
民
の
『
参
加

率
（
％
）』
を
競
い
合
い
ま
す
。

　

個
人
で
も
、
グ
ル
ー
プ
で
も
か

ま
い
ま
せ
ん
の
で
、
歩
く
・
体
操

す
る
・
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
な
ど
、

身
体
を
動
か
さ
れ
た
方
は
、
必
ず

集
計
本
部
に
電
話
や
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
ご
報
告
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

ま
た
、
三
好
市
は
、
２
０
１
１

年
度
か
ら
毎
月
第
4
水
曜
日
を

三
好
市
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
と
設

定
し
て
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く

参
加
さ
れ
対
戦
相
手
に
勝
ち
、
市

民
の
皆
様
方
全
員
が
何
ら
か
の

運
動
を
さ
れ
、
健
康
で
元
気
あ

る
三
好
市
と
な
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
チ
ャ
レ
ン

ジ
デ
ー
２
０
１
２
ｉ
ｎ
三
好
実
行

委
員
会
本
部 

三
好
市
池
田
総
合

体
育
館
内
（
☎
７
２-

５
７
５
５
・

Ｆ
Ａ
Ｘ 

７
２-

５
７
６
５
）、

三
好
市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
健

康
課
（
☎
７
２-

３
９
１
７
）

三好市（参加回数 7 回目）ＶＳ 秋田県男
お が

鹿市（初参加）

4 月

矢野 育
は ぐ み

実 ちゃん

笑顔のかわいいはぐみ
ちゃん、元気ですくす
く育ってね

池田 1才

岡 直
なおひろ

宏 ちゃん

毎日元気いっぱいで
す！すくすく元気に
育って欲しいです♪

井川 1才

近藤 伶
れ い じ

士 ちゃん

1 才おめでとう

井川 1才

吉本 なち ちゃん

なちちゃん、2才の誕
生日おめでとう。元気
に育ってね

三野 2才

来代 輝
ひかる

 ちゃん

元気いっぱいの輝く
ん、優しく強い子に
なってね

池田 2才

黒川 尚
ひ さ し

志 ちゃん

今後の成長が楽しみ
です

池田 2才

5月生まれのお子様（1歳〜3歳）募集中！

①氏名（ふりがな） ②性別 ③年齢（誕生月での年齢） 
④生年月日⑤保護者氏名 ⑥住所 ⑦電話番号 ⑧簡単な
コメント（30 字程度。文字数が多い場合は一部修正
することがあります）⑨情報提供の有無を書いた用紙
と写真（写真の裏に氏名を）を三好市秘書広報課まで
お送りください。5 月号の締切は 4 月 20 日です。
★ あかちゃん紹介（HAPPY BIRTHDAY）がケーブル
テレビで放送（21 時 25 分〜）されています。ケーブ
ルテレビへの情報提供にご協力をお願いします。★ 写
真はトリミングします。また写真は返却できませんので、
ご了承ください。★ デジカメ等の場合は、データを秘
書広報課まで直接お持ちになるか、Ｅメール（koho@
city.tokushima-miyoshi.lg.jp）でお送りください。

星野 太
た い が

我 ちゃん

2 月に妹ができて、お
兄ちゃんになりました

池田 2才

松尾 美
み お

桜 ちゃん

元気で心の優しい女の
子になってね。お兄ちゃ
ん・弟と仲良くね♪

池田 2才

森岡 諒
りょう

 ちゃん

おえかきや歯磨きが上
手になりました。お友達
もたくさんできました

池田 2才

小田和 臣
じん

 ちゃん

臣くん、その笑顔に家
族みんなが癒されます

山城 2才

上笹 春
は る ま

真 ちゃん 

いっぱい食べて、いっ
ぱい遊んで、すくすく
元気に育ってね！

井川 2才

神前 秀
ひでとら

虎 ちゃん 

仮面ライダーが大好き
な虎 (̂ _̂ )いつも笑わし
てくれてありがとう♡

池田 3才

栗枝 祐
ゆ う た

汰 ちゃん 

元気でたくましく育っ
てね

東祖谷 3才

第 4 水曜日は毎月チャレンジデー！
教室などを実施します。総合体育館へ、ぜひお出かけを
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まちかどフォトニュース
おもしろいこと、珍しいもの、どんなことでもいいので耳よりな情報をお知らせください。

　三好市 秘書広報課  ☎ 72-7646

北山たけしさんが三好市観光大使に
　このたび演歌歌手の北山たけしさんが三好市
の観光大使として委嘱され、3月 17日、北山さ
んとかねてより交流のあった東祖谷の名頃小学
校で委嘱状の交付式などが行われました。
　委嘱式では、俵市長から北山さんへ委嘱状が
手渡され、北山さんは「自然の豊かな三好市に、
たくさんの人が訪れてくれるように歌を通して
役割を果たしていきたい」とあいさつし、今後、
観光大使として三好市の観光地を広く全国へ宣
伝していくことを誓いました。

新しい病棟の完成を祝う

　市立三野病院の落成式が3月24日、
市や病院関係者など約60名が出席し、
盛大に開催されました。
　平成17年から計画してきた市立三
野病院の改築工事も 7年をかけ無事
に終了し、本工事により、回復期のリ
ハビリテーション機能が充実した、一
般病床のみ60床の病院に生まれ変わ
りました。
　今後は、地域住民の医療拠点として、
県や市と協力しながら医療機器の整
備や情報ネットワークの構築を進め
ていきます。

体力向上計画 虎の巻

　三野中学校で2月 28日に体力向上
に向けた特別授業があり、各種団体に
トレーニング指導などを行っている
稲垣宗員さんを講師に、講演とスト
レッチなどの実技指導が行われまし
た。体力はスポーツに限らず全ての土
台で、やりたいことをかなえるために
は体力が必要であること、体力を超え
る技術は身につかないことなどが語
られました。また、トレーナー視点か
らの生活習慣（座り方・立ち方など）
の改善が、怪我などを防ぎ、体力の向
上にもつながると話していました。

本格的な工事が始まります

　東祖谷栗枝渡で3月 20日、落合1
号トンネル（仮称）起工式が挙行され、
飯泉知事や俵市長をはじめ関係者約
50人が出席しました。
　工事が予定されているトンネルは
全長 141m、全幅 8mで、平成 23年
10 月から工事を行い、平成 25年 2
月の完成を目指しています。
　東祖谷の落合から京上間を結ぶ国
道 439号の落合バイパスは、災害時
の迂回路としても期待されており、市
民や観光客の安全安心な交通の確保
に向け、一日も早い完成が望まれます。

春のおまつりを楽しみました

　地元の方主導の地域のおまつりで、13 回目を迎える馬路さ
くらまつりが、3月 25 日に馬路小学校で開催され、地域の方
や家族連れなどたくさんのの人出で賑わいました。馬路小学校
児童の鼓笛と踊りを皮切りに、ステージではカラオケ大会やク
イズ大会など多彩なイベントが行われ大変盛り上がりました。
また、会場には出店が並び、地元馬路で作られたお米の販売や、
うどんやおでん、団子なども売られ舌鼓を打つなど、来場者は
思い思いに春の訪れを楽しみました。

トップアスリートを招き 卓球教室
　三好郡・市の中学校卓球部員らを対象に、トップアスリー
トの田勢邦史選手らを招いた卓球教室が、3月 25 日に池田
総合体育館で行われました。参加した中学生らは、足の運び
やつま先の方向、ラケットの持ち方などトップレベルの実技
指導に目を輝かせていました。また、効果的な練習方法など
の紹介もあり、指導者も熱心に耳を傾けていました。最後に
は参加者全員が講師とゲームを行い、中学生らは講師からポ
イントを奪おうと挑戦しました。

幸せで有意義な第二の人生に

　65 歳を迎えられる方を祝う第 4回豊齢式が、3
月 11 日に池田総合体育館で開かれました。三好
市老人クラブ連合会が主催したもので、市内の対
象者や老人クラブ関係者ら約 90 人が出席しまし
た。式では、伊丹連合会長から「第二の人生を元
気に過ごし、長年培った豊富な知識などを地域社
会のために大いに発揮してほしい」とあいさつが
ありました。また、式典後には、箸蔵寺の佐藤盛
仁住職による「感謝のこころ」と題された記念講
演が行われました。

ひと足早い 桜祭り
　井川町の桜ヶ丘公園を「桜の名勝地」として全国
に広めようとの思いが込められた桜祭りが、4月 1日
に開催されました。今年の桜はまだ蕾でしたが、多
くの家族連れらが訪れ、カラオケ大会や阿波踊り、
餅投げなどを楽しみました。また、施設開放された
足湯ではのんびり吉野川の流れを眺めながらくつろ
いだり、景色を楽しんだりしていました。
　4月第3週の日曜日には、八重桜祭りも開催されま
す。見ごろを迎えた桜を楽しみにちょっと出かけて
みませんか。
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外国人の方へお知らせします

　外国人登録法が平成 24 年 7 月に
廃止され、入管法と住民基本台帳法
がかわります。
　日本に暮らす外国人の利便性の向
上と行政の合理化のため、住民基本
台帳法が改正され、外国人住民も日
本人と同様に住民基本台帳法の適用
対象になります。外国人住民にも住
民票が作成されることになり、日本
人住民と外国人住民の住民票が世帯
単位で作られます。７月９日施行に向
けて仮住民票を作成し、該当の外国
人の方に「仮住民票記載事項通知書」
を発送します。（５月７日発送予定）
　通知を受け取られた方は、内容を
ご確認のうえ、ご不明な点があれば
下記までご連絡ください。
お問い合わせ先▼三好市市民課（☎
72-7609）

生活・就労支援
　生活・健康・職場の悩みや不安、
多重債務、DV（ドメスティックバ
イオレンス）被害、不登校、引きこ
もりなど、悩み解決に向けてパーソ
ナル・サポーターがあなたに寄り
添って生活就労を支援します。相談
は無料で秘密は固く守られます。
相談日・時間▼月〜金曜日（ 9 時〜
18 時）、土曜日（9 時〜 17 時）、日・祝・
年末年始（12/29 〜 1/3）は休み
ご相談・お問い合わせ先▼フリーダ
イヤル（ ☎ 0120-783-141）、パー
ソナル・サポート・センターとくし
ま（☎ 088-679-7754）

れません。就職などで、収入が得ら
れるようになった場合は、将来受け
取る年金を増額するため、10 年以
内であれば、保険料を納めることが
できる「追納制度」を利用されるこ
とをお勧めします。詳しくは、下記
までお問い合わせください。
お問い合わせ先▼阿波半田年金事務
所（☎ 0883-64-3474）、三好市市
民課国民年金担当（☎ 72-7611）

軽自動車税の減免
　一定の条件を満たせば軽自動車税
の減免が受けられる制度がありま
す。申請は毎年必要です。
対象車両▼障害者本人の方が所有す
る車両（身体障害者で 18 歳未満の
重度知的または精神障害の方はその
人と生計を一にする人が所有する車
両、障害者のみで構成される世帯の
場合は介護者が所有する車両）・構
造がもっぱら身体障害者用となって
いる車両・生活保護法に基づく扶助
をうけている方が所有している原動
機付自転車・公益のため直接専用す
る車両。なお、家族運転の方は、あ
らかじめ税務課または各総合支所に
お問い合わせください。
減免台数▼一人について一台（普通
自動車の減免を受けている方は受け
られません）構造車、公益のため直
接専用する車両については台数制限
はありません。
申請期限▼ 5 月 24 日
提出先▼三好市税務課・各総合支所
お問い合わせ先▼三好市税務課

（☎ 72-7614）

みよし広域連合
法律相談

相談日▼第1・3金曜日（祝祭日除く）
ご予約・お問い合わせ先▼みよし広
域連合事務局（☎ 72-5121）

三好市社協 法律相談
日時▼ 5 月 18 日　13 時～ 16 時
弁護士▼大西聡氏
場所・予約お申し込み先▼三野支所

（☎ 77-2882）
※秘密厳守・料金無料。予約制。

三好市社協 一般相談
相談内容▼困りごと全般
相談日・相談場所▼
 毎週火曜日  井川老人福祉センター
 毎週水曜日  社協本所・池田支所 
 5 月 10 日　東祖谷 祖谷の歴史館
 5 月 16 日　山城総合支所
 5 月 17 日　社協三野支所　
 5 月 17 日   社協西祖谷支所  
※三野は予約が必要です。
時間▼
13 時～ 16 時

（井川 10 時〜 12 時）
（山城・西祖谷 13 時〜 15 時）
一般相談は各支所で常時受付けてい
ますので、お気軽にご相談ください。
お電話での相談もお受けします。
お問い合わせ先▼
社協本所・池田支所（☎ 72-5885）
社協三野支所（☎ 77-2882）
社協山城支所（☎ 86-2434）
社協井川支所（☎ 78-3140）
社協東祖谷支所（☎ 88-2688）
社協西祖谷支所（☎ 87-2088）

i情報ひろば information市民の皆様の生活に役立つ情報や催しなどを紹介するページです。

高齢者・障害者
なんでも無料相談会

日時▼ 4 月 14 日（土）13 時〜 16 時
場所▼ふれあい健康館　徳島市生涯
福祉センター ( 徳島市沖浜東 2 丁目
16 番地 )
申込方法▼相談は無料ですが、事前
にご予約ください。
相談担当者▼弁護士・司法書士・社
会福祉士・社会福祉協議会職員など
ご予約・お問い合わせ先▼とくしま
絆ネット事務局 徳島県社会福祉協
議会 地域福祉課（☎ 088-611-1155）

身体障害者巡回相談
　完全予約制となっておりますの
で、事前にご予約ください。（身体
障害者手帳をお持ちのかたのみ）
日時▼ 5 月 31 日（木）10 時～ 11 時
場所▼三好市保健センター
実施科目▼整形外科（補装具につい
ての相談など）
お申し込み・お問い合わせ先▼三好
市長寿・障害福祉課（☎ 72-7610）
または各総合支所

徳島西部ライフサポート
センター定例相談

弁護士による法律相談▼第 1 火曜日
保険金融相談▼第 2 木曜日
出張労働相談▼第 3 木曜日
ニート支援出張相談▼第 4 金曜日
いずれも予約が必要です。
一般相談▼火～土曜日（10時～17時）
ご予約・お問い合わせ先▼
徳島西部ライフサポートセンター

（☎ 72-8611）

三好市行政相談
　相談は無料で秘密は固く守られま
す。お気軽にご相談ください。
相談日・相談場所▼
 5 月 2 日　東祖谷 祖谷の歴史館
 5 月 10 日　三好市役所
 5 月 10 日   西祖谷総合支所
 5 月 11 日   井川総合支所  
 5 月 15 日　三野公民館
 5 月 16 日　山城総合支所　
時間▼ 13 時～ 15 時
 （西祖谷のみ 10 時～ 12 時）
お問い合わせ先▼三好市総務課

（☎ 72-7600）、各総合支所

人権相談
　相談は無料で秘密は固く守られま
す。お気軽にご相談ください。
相談日・相談場所▼
 5月 9日  老人福祉センター（西祖谷）
 5 月 10 日   三好市役所
 5 月 15 日   三野公民館
 5 月 16 日　山城総合支所
時間▼ 13 時〜 15 時
お問い合わせ先▼三好市市民課人権
室（☎ 72-7622）

消費者トラブル相談窓口
　安心安全な消費生活を送るために
困ったこと、不審なことがあれば、ご
相談ください。相談料無料、秘密厳守。
相談内容▼訪問販売や電話勧誘販売
での契約トラブル・多重債務（借金
で悩んでいる）など。　
日時▼月～金曜　9 時～ 17 時
お問い合わせ先▼三好市商工政策課

（☎ 72-7645）

相 談

学生納付特例制度と
若年者納付猶予制度

　20 歳以上の方は、学生であって
も国民年金に加入しなければなりま
せん。しかし、学生の方は一般的に
所得が少ないため、本人の所得が一
定額以下の場合、国民年金保険料の
納付が猶予される「学生納付特例制
度」があります。
　対象となる学生は、学校教育法に
規定する大学（大学院）、短期大学、
高等学校、高等専門学校、専修学校
および各種学校（修業年限 1 年以
上である課程）、一部の海外大学の
日本分校に在学する方です。また夜
間・定時制課程や通信制課程の方も
含まれますので、ほとんどの学生の
方が対象となります。
　学生納付特例の承認期間は 4 月か
ら翌年 3 月までとなりますが、次の
年度も在学予定である場合、4 月初
めに再申請の用紙が送られてきます
ので、引続き学生であれば、必要事
項を記入のうえご返送ください。
　また、学生でない 30 歳未満の方
の場合には、本人および配偶者の所
得が一定額以下の場合に、国民年金
保険料の納付が猶予される「若年者
納付猶予制度」があります。
　これらの制度の申請を行わず、保
険料を未納のままにしておくと、不
慮の事故などにより障害が残った場
合に、障害年金を受けることができ
なくなります。
　なお、承認された期間は老齢基礎
年金を受け取るために必要な期間に
算入されますが、年金額には反映さ

広告を掲載しませんか？「市報みよし」は毎月約 15,000 部が市内全域に配布されています。ぜひ、会社やお店の宣伝に
ご活用ください。詳しくは三好市秘書広報課（☎ 72-7646）までお問い合わせになるか、三好市ホームページをご覧ください。

年 金

暮 ら し
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事業主の皆さんへ
就職緊急支援事業のご案内

　三好市民の就職の促進、生活の安
定を図るため、就職を希望する離職
者および新卒者を雇用した事業所に
補助金が交付されます。本制度を利
用いただき積極的な雇用の確保にご
活用ください。
　詳しくは、三好市商工政策課まで
お問い合わせください。

【再就職緊急支援事業】
交付要件▼
①三好市内の事業所に 65 歳未満の
離職者の三好市民を雇用する事業主
②期間に定めのない雇入れまたは１
年以上の雇用を見込む雇入れをする
事業主
③雇用保険の適用事業の事業主
④市税を滞納していない事業主
⑤公共職業安定所の紹介により雇用
した事業主
⑥雇入れ日の前日から起算して6ヵ
月前の日から交付申請日までの間
に、労働者を解雇していない事業主
※その他にも交付要件があります。
交付額▼ 1 人当たり 30 万円
対象期間▼平成 24 年 4 月 1 日から
平成 25 年 3 月 31 日までに雇用さ
れた離職者
※申請書は、雇用の日から 3 か月
以内に提出してください。

【新卒者就職緊急支援事業】
交付要件▼
①三好市内の事業所に 40 歳未満の
新卒者の三好市民を雇用する事業主
②期間に定めのない雇入れまたは１
年以上の雇用を見込む雇入れをする
事業主
③雇用保険の適用事業の事業主
④市税を滞納していない事業主
⑤公共職業安定所の紹介または学校
の紹介により雇用した事業主
⑥雇入れ日の前日から起算して6ヵ
月前の日から交付申請日までの間
に、労働者を解雇していない事業主
※その他にも交付要件があります。
交付額▼１人当たり 20 万円

対象期間▼平成 24 年 4 月 1 日から
平成 25 年 3 月 31 日までに雇用さ
れた新卒者。ただし、平成 23 年度
に卒業をし、卒業日の翌日以降に採
用された新卒者を含みます。
※申請書は、雇用の日から 3 か月
以内に提出してください。
お問い合わせ先▼三好市商工政策課

（☎ 72-7645）

みよしファミリー・サポート・
センター会員募集

　子育て中の家族が安心して、子育
てと仕事の両立ができるように、「み
よしファミリー・サポート・セン
ター」の依頼会員・提供会員を募集
しています。
　入会申込書は、子育て支援課また
は、各総合支所にありますので、記
入・押印のうえ、提出してください。
事前に、会員登録をしておく必要が
あります。
依頼会員▼０歳からおおむね小学校６
年生までの子どもを預かってほしい方
提供会員▼心身ともに健康で、子育
て支援に熱意があり、自宅などで子
どもを預かることのできる方
利用料金▼援助を受けた依頼会員が
提供会員に直接支払います。
　月～金曜日の 7 時から 21 時までは
1 時間 700 円。前述以外の時間およ
び土・日曜日、祝日は 1 時間 800 円
お申し込み・お問い合わせ先▼みよ
しファミリー・サポート・センター

（三好市子育て支援課内☎72-7663）

辺地地区等タクシー利用者
助成事業のおしらせ

　路線バスなどの公共交通機関の停
留所から 1 キロメートル以上の場
所にお住まいの高齢者（65 歳以上）
の方などを対象に、タクシー利用料
金の一部を助成しています。
　詳しくはお住まいの各総合支所ま
たは、長寿・障害福祉課までご相談
ください。
お問い合わせ先▼三好市長寿・障害
福祉課（☎ 72-7612）

　 の映画上映、概要説明や実際に参加
した OB･OG の体験談発表などを行
います。募集概要、説明会の会場・
日時などは下記までお問い合わせく
ださい。
募集期間▼ 5 月 14 日まで
応募資格▼満 20 歳から 39 歳まで

（青年）、満 40 歳から 69 歳（シニア）
お問い合わせ先▼ JICA（ジャイカ）
四国（☎ 087-821-8824）、ホーム
ページ　http://www.jica.go.jp

母子家庭の母等
就業支援講習会

　徳島県母子寡婦福祉連合会では、
母子家庭の母および寡婦等であっ
て、就業と自立意欲のある者の就業
を支援し、自立と生活の安定を図る
ため、県から委託を受け、就業支援
講習会を開催しています。
科目▼日商簿記 3 級、訪問介護員
養成研修 2 級課程、医療事務講習、
パソコン講習（ワード・エクセル）、
就職支援セミナー
対象者▼母子家庭の母および寡婦等

（ただし夫の暴力により母と子で家
出をしている事例などで婚姻の実態
は失われているが、止むを得ない事
情により離婚の届出を行っていない
者等を含む）で、就業と自立に意欲
のある方
受講料▼無料（テキスト代などは自
己負担）
その他▼開催日、時間、定員、申込
締切などは科目により異なりますの
で、お問い合わせください。
お 問 い 合 わ せ 先 ▼ 財 団 法 人 徳
島 県 母 子 寡 婦 福 祉 連 合 会（ ☎
088-654-7418）

お問い合わせ先▼徳島県職業能力開
発協会（☎ 088-663-2316）

流木チップの
無料配布します

　独立行政法人水資源機構池田総合
管理所では、チップの無料配布を実
施します。希望される方は次の日時
に配布場所にお集まりください。現
地にて受付後、配布いたします。チッ
プの運搬車（軽トラックなど）への
積み込みは、現地でバックホウによ
り作業を行います。配布数量が無く
なりしだい締め切りますのであらか
じめご了承願います。※今回はチッ
プのみの配布とさせていただきます。
日時▼ 4 月 23 日（月）～ 27 日（金）
9 時～ 16 時（無くなりしだい終了）
小雨決行、大雨時は延期（後日ホー
ムページにてお知らせします。）
配布場所▼池田ダムイタノ流木処理
場（池田球場奥）
お問い合わせ先▼独立行政法人
水 資 源 機 構 池 田 総 合 管 理 所（ ☎
72-2050）、 ホ ー ム ペ ー ジ http://
www.water.go.jp/yoshino/ikeda/

青年海外協力隊
シニア海外ボランティア募集

　青年海外協力隊・シニア海外ボラ
ンティアの平成 24 年度春募集を実
施します。開発途上国の人々と共に
生活し、相互理解を図りながら、技
術や経験を生かして人々の自助努力
を促進させる形で協力活動を展開し
ていく海外でのボランティアです。
募集期間中、「体験談・説明会」を
開催し、応募資料の配布、活動紹介

i情報ひろば information市民の皆様の生活に役立つ情報や催しなどを紹介するページです。

生きがいデイサービス
事業のおしらせ

　活力ある生活を送っていただくこ
とを目的に、三好市生きがい活動支
援通所事業を実施しています。
　詳しくはお住まいの各総合支所ま
たは、長寿・障害福祉課までご相談
ください。
対象者▼おおむね 65 歳以上で、家
に閉じこもりがちな日中独居・高齢
者のみの世帯に属する方
内容▼公共の施設などにおいて、月
2 回をめやすに、日常動作訓練や、
趣味活動（生きがい活動）などのサー
ビスを行います。
利用料▼１回あたり 1,000 円。送
迎サービス希望の場合は別途利用料
100 円が必要です。ただし、介護保
険の認定を受けた方は対象外
お問い合わせ先▼三好市長寿・障害
福祉課（☎ 72-7612）

平成 24 年度 国家試験
調理技術審査・技能検定試験

　調理師のステップアップのために
国家試験として設けられた制度です。
合格者には、厚生労働大臣から専門
調理師・調理技能士の称号および調
理師養成施設校の教員資格が与えら
れます。受験案内の請求方法など、
詳しくはお問い合わせください。
実施調理作業▼（前期）すし料理・
中国料理・給食用特殊料理、（後期）
日本料理・西洋料理・麺料理
受験案内・受験申請書請求期間▼

（前期）4 月 25 日まで（後期）8 月
22 日〜 9 月 26 日
お問い合わせ先▼（社）調理技術技
能センター（☎ 03-3667-1867）

技能検定試験のご案内
　6 月～ 9 月にかけて実技試験と学
科試験が県内各会場で実施されます。
職種▼園芸装飾など 28 職種
お申し込み方法▼ 4 月 18 日までに、
徳島県職業能力開発協会へお申し込
みください。

お問い合わせ 消防本部 ☎76-5118

小児救急医療（夜間18時～翌9時・日曜9時～翌9時）

毎週 火曜・水曜・木曜 ---------- 県立三好病院
　但し、火・水曜の22時以降は当直医が初期対応。
毎週 月曜・金曜・土曜・日曜 ----半田病院

5月
受診時間 　夜間:17時～23時・休日:9時～23時

夜間・休日救急医療当番医

0120-3444-69
フリーダイヤル み　よ　し　市　　無　休

徳島こども救急電話相談
受診した方が良いのか、様子をみても大丈夫なのか、
看護師や小児科医が電話でアドバイスをします。

みよし市健康相談
医師等が24時間・年中無休で健康・医療等のご相談に
応じ、無料でアドバイスをします。

つながらない場合は ☎088-621-2365

健康・医療に関するご相談は

＃8000プッシュ回線の固定電話や
携帯電話からは局番無しの  

ご利用にあたってのお願い
　救急医療当番医は、夜間や休日にケガや急病
になった方のための診療です。急患以外の場合
は平日に診察を受けましょう。
　当番医は変更になる場合がありますので、事
前に電話で確認し、症状等を説明のうえ、受診
してください。（健康保険証をご持参ください。）

（18時～翌朝8時）

藤内整形外科病院 三加茂 ☎82-3677
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（日）
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（火）

（水）
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三野田中病院 三野 ☎77-2300

三木病院 三野 ☎77-3900

三木病院 三野 ☎77-3900

宮佐医院 池田 ☎72-0149

北條病院 池田 ☎72-0007

山城診療所 山城 ☎86-3230

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

川原医院 三加茂 ☎82-2009

岸野医院 三野 ☎77-2001

上田医院 三好 ☎79-2004

松浦医院 三加茂 ☎82-2309

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

田岡医院 池田 ☎72-5551

藤内整形外科病院 三加茂 ☎82-3677

三野田中病院 三野 ☎77-2300
村山内科 池田 ☎72-2110

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

山下医院 三好 ☎79-2005

安宅循環器内科 池田 ☎72-6300

北條病院 池田 ☎72-0007

さんさん医院 三加茂 ☎82-5410

三野田中病院 三野 ☎77-2300

三野田中病院 三野 ☎77-2300

北條病院 池田 ☎72-0007

さんさん医院 三加茂 ☎82-5410

郷外科内科 池田 ☎74-5779　

田岡医院 池田 ☎72-5551

くはらクリニック 三好 ☎76-5755　

内田（知）医院 三加茂 ☎82-2035

内田（伸）医院 池田 ☎74-0121

大和外科医院 池田 ☎72-0828

病気の予防と早期発見を。
　　各種検査・検診受付中です!

花粉症でお困りの方は、
　　お気軽にご相談ください
MRI 検査・CT検査・胃カメラ（鼻から）できます
乳がん検診・人間ドック・企業健診一般健診
禁煙外来・血液サラサラ検査・各種検査
　　　　　　　　　病気を予防、早期発見を !!

TEL 0883-82-3700（代）
http://www.mikamotanakahp.ecnet.jp/

日本医療機能評価機構認定病院

募 集
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伝える暮らしワークショップ
　山を歩きながら春の薬草や山草を
摘み、みんなで料理をして食べる
ワークショップです。お気軽にご参
加ください。
日時▼ 4 月 21 日（土）11 時〜 18 時
雨天中止、要予約
場所▼スペースきせる（三好市池田
町マチ 2467-1）11 時集合
参加費▼3000円（食事、保険代実費）
持ち物▼お昼の弁当持参、軍手、ビ
ニール袋、ハサミ、レジャーシート
お問い合わせ先▼地域おこし協力隊
吉田（☎ 090-8978-2871)

献血にご協力お願いします。
【4 月 27 日（金）】
① 三好警察署駐車場
　9 時 40 分～ 11 時
②（株）セイア本社駐車場
　12 時 30 分～ 14 時
③ 秋田病院駐車場
　14 時 40 分～ 16 時

ださい・収集するごみは「燃やす
ごみ」です。燃やすごみ以外のご
みは出さないでください・通常の
曜日の燃やすごみの収集となりま
すので、収集曜日以外の地区の方
はごみを出さないでください・10
月 8 日（月） 体育の日は清掃セン
ター点検のため収集は実施いたし
ません。
お問い合わせ先▼三好市環境課（☎
72-3436）

みよし広域連合 
職員人事異動

　平成 24 年 4 月 1 日付で、消防
本部の人事異動がありましたので、
お知らせいたします。（人事異動は
課長級以上）
・消防長　池西哲朗
・次長兼総務課長　垂水春一
・予防課長　東坂勝美
・東消防署長　高垣太一
・池田消防署長　城尾 保
・西消防署長　佐古和巳
・祖谷分署長　保土和博
お問い合わせ先▼みよし広域連合消
防本部（☎ 76-5119）

留意事項▼指定家電品の処分には、
リサイクル料金の他に運搬手数料
が必要です。料金および処分に関
するお問い合わせは、処分を依頼
される電器店に直接ご相談くださ
い。指定家電品の引取・処分を扱っ
ている電器店で、左記に掲載され
てなく、掲載を希望される電器店
がございましたら、三好市環境課
までご連絡ください。
お問い合わせ先▼三好市環境課（☎
72-3436）

平成 24 年度ごみの祝祭日の
収集について

収集するごみ▼ 燃やすごみ
収集日 ▼
4 月 30 日（月）  振替休日
5 月 3 日（木）  憲法記念日
5 月 4 日（金）  みどりの日
7 月 16 日（月）  海の日
9 月 17 日（月）  敬老の日

11 月 23 日（金）  勤労感謝の日
12 月 24 日（月）  振替休日
1 月 14 日（月）  成人の日
2 月 11 日（月）  建国記念の日
3 月 20 日（水）  春分の日

留意事項▼朝 8 時までに出してく

5 月 5 日から 5 月 11 日は
児童福祉週間です

【平成 24 年度児童福祉週間標語】
ニコニコは　

「なかよくしよう」の　あいずだよ 
（堀山喜史さん 7 歳 埼玉県）

　「児童福祉週間」は、児童福祉の理
念の普及・啓発を図るとともに、子
どもや家庭、子どもの健やかな成長
について国民全体で考えることを目
的に、毎年、５月５日の「こどもの
日」を中心に実施されています。また、
５月は徳島県児童福祉月間です。
　子どもたちの健やかな成長を見守
り、みんなが声を掛け合う笑顔あふ
れる地域づくりに取り組みましょう。
お問い合わせ先▼三好市子育て支援
課（☎ 72-7648）

指定家電品の処分は
電器店をご利用ください

　指定家電品 ( テレビ、エアコン、
洗濯機、衣類乾燥機、冷蔵庫、冷
凍庫 ) をごみとして処分する場合、
法律によりリサイクル料金が必要
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 三好市の人口

　男  性   14,301人
（ - 64 人） 

　女  性   16,131人　
（ - 76 人）

　総  数   30,432 人
（ - 140 人）

　世帯数  13,590 戸
　　（ - 24 戸） 

平成 24 年 4 月 1 日現在
　  （　）内は前月対比
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informationi情報ひろば 市民の皆様の生活に役立つ情報や催しなどを紹介するページです。

となります。
　指定家電品の処分については、電
器店で簡単に手続きができますの
で、処分の際は電器店をご利用くだ
さい。三好市内の取扱電器店は次の
とおりです。 
三野地区▼
笠井電機 ㈲（☎ 77-2363）
㈱ 佐賀（☎ 77-2070）
井川地区▼
オカモトデンキ（☎ 78-2102）
電化のオオニシ（☎ 78-2457）
㈲でんかハウス石川（☎ 78-2006）
細川デンキ（☎ 78-2170）
山下電器商会（☎ 78-2069）
池田地区▼
㈲ タイワ電気商会（☎ 72-0077）
デオデオマナベ池田店（☎ 72-3232）
森電機商会（☎ 72-1876）
㈲ 山田電機商会（☎ 72-0862）
ヤマダデンギョー（☎ 72-1020）
山城地区▼
柿岡電機（☎ 86-1084）
㈱ カギデン（☎ 86-1019）
森下電気商会（☎ 84-1056）
西祖谷地区▼
山本電気商会（☎ 84-2677）
東祖谷地区▼
三谷電気商会（☎ 88-5502）

（74）

そ の 他

保健・福祉
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□ 編集後記
この度の人事異動で、秘書広報課を離
れることになりました。今月号から、

「お誕生日おめでとう！のコーナー」で
保護者の方のコメントを掲載するなど
紙面の改善に、課員と取り組んできま
した。即時性では、インターネットに
は及びませんが、三好市の情報が一目
で分るように、紙媒体としての特徴を
活かした編集を心がけ前任課長からの
目標である、全国コンクールでの入賞
を実現していただきたいものです。現
在のスタッフなら、近い将来実現して
くれるものと期待しております。（松）

4 月は入学や就職、人事異動などで新
生活が始まり、期待もあるけど不安で
いっぱい、そんな季節ですね。市報担
当になり不安ばかりの毎日でしたが、
本当にいろんな方に支えられ一年が経
ちました。これまで以上にわかりやす
く、笑顔になれるような市報を市民の
皆様へお届けできるよう頑張りますの
でよろしくお願いします。（近）

広報担当も、4 年目に突入しました。ま
だまだ、一人前になれていませんが、初
めて広報紙づくりに携わった初心に戻り、
一つ一つの出会いを大切に、笑顔を忘れ
ずに頑張りたいと思います。よろしくお願
いします。（長）
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歩
目

 八幡神社
ー 三好市東祖谷栗枝渡 ー

　栗枝渡の八幡神社の境内には、この地
で崩御された安徳帝をご火葬にて清め奉
ったご火葬場があると伝えられており、
後にご納骨されたあたりに社を奉ったも
のが八幡神社の始まりといわれています。
八幡神社に鳥居がないのは、安徳帝の御
陵があるため、鳥居は立ててはならない
という祖先からの掟を守ってきたためと
もいわれています。平家伝説との関わり
がある貴重な史跡として、昭和 50 年 6
月 20 日に「御火葬場」として東祖谷山村
が文化財指定し、三好市の指定文化財と
なっています。
　また、この神社の社叢は、樹周 7 ｍの
トチノキ、樹周 3 ｍのエゾエノキをはじ
め、特に、亜高木層には、ウラジロガシ、
シロダモ、ヤブツバキなどの暖帯要素を
交え、暖温帯から冷温帯への推移帯を代
表する樹木として、学術的価値が高く、
徳島県の天然記念物に指定されています。
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